
　６月５日(日)、第３３回粕屋町民卓球大会・第７回粕屋町民ソフトバレーボール大会がかすやドームで開催されました。

　選手の皆さんの熱気あふれるプレーに、応援の皆さんからも、点が入るたびに大きな歓声が上がっていました。

　結果は、3ページに掲載しています。

http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。

鶴寿鶴寿
のの
おお祝祝いい

柚須区の清水松江さん内橋一区の藤 ヨネさん

百
歳

粕屋町のホームページが、
「第２回だれもが使えるウェブコンクール」で入賞しました。

☎ 938-0173  FAX 938-3150

　

５
月
10
日
に
柚
須
区
の
清
水
松
江

さ
ん
が
、
同
月
19
日
に
は
内
橋
一
区

の
藤
ヨ
ネ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を

お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
ご
家
族
の
お
世
話
の

も
と
、
ご
自
宅
で
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

百
歳
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

篠
﨑
町
長
と
西
村
社
会
福
祉
協
議
会

長
が
そ
れ
ぞ
れ
を
訪
問
し
、
お
祝
い

の
言
葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
、
趣
味
が
多
い
方
で

最
近
ま
で
ダ
ン
ス
、
俳
句
を
嗜
ま
れ
、

こ
の
２
月
に
は
タ
イ
へ
旅
行
さ
れ
る

な
ど
驚
く
ば
か
り
の
元
気
さ
で
す
。

　

藤
さ
ん
は
、
長
年
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
ま
れ
、
茶
の
間
で
当
時
の
話

を
し
た
り
、
デ
イ
ケ
ア
で
覚
え
た
歌

を
歌
う
な
ど
家
族
の
人
気
者
で
す
。

　

多
数
の
訪
問
者
に
対
し
、
何
度
も

お
礼
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　粕屋町のホームページが、パソコンなどの操作に不慣れな高齢者や、
体に障がいのある人など、だれもが使いやすいウェブサイトを審査する「第
２回だれもが使えるウェブサイトコンクール」（主催：だれもが使えるウェ
ブコンクール実行委員会・NPO法人ハーモニー・アイ、後援：総務省、
経済産業省、毎日新聞社ほか）で入賞（4位の評価ポイント）し、5月17日
（火）に毎日ホール（毎日新聞東京本社内）で表彰を受けました。
　今後とも、だれもが使いやすく親しみの持てるホームページを目指し、
皆さまにご満足いただけるよう努めてまいります。
　粕屋町のホームページ
　　「粕屋町」で検索するか　
　　アドレス http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/ を入力

粕
屋
町
が
行
っ
た
被
災
地

へ
の
支
援
情
報（
そ
の
３
）

　
「
広
報
か
す
や
５
月
号
・
６
月
号
」

掲
載
以
降
の
東
日
本
大
震
災
被
災
地

へ
の
粕
屋
町
が
行
っ
た
支
援
情
報
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
現
在
集
ま
っ
て
い
る
義
援
金
額

　

８
，
３
０
６
，
１
３
３
円

（
６
月
10
日
現
在
）

　

３
月
14
日（
月
）
か
ら
４
月
15
日

（
金
）
ま
で
、
町
内
の
公
共
施
設
に
義

援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
18
日（
月
）
以
降
は
粕
屋
町
役
場

の
み
設
置（
平
日
の
開
庁
時
間
）
し
て

い
ま
す
。

■
役
場
職
員
の
派
遣

　

被
災
地
で
は
、
甚
大
な
被
害
と
と

も
に
庁
舎
及
び
職
員
の
被
災
も
重
な

り
行
政
職
員
の
人
手
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
行
政
職
員
の
応
援
要

請
が
あ
っ
て
お
り
、
粕
屋
町
か
ら
も

福
岡
県
隊
の
一
員
と
し
て
派
遣
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。（
６
月
10
日
現
在

派
遣
予
定
）

▽
６
月
14
日（
火
）
〜
６
月
22
日（
水
）

　

宮
城
県
東
松
島
市　

社
会
教
育
課

　

か
ら　

１
名

▽
７
月
３
日（
日
）
〜
７
月
11
日（
月
）

　

宮
城
県
石
巻
市　

健
康
づ
く
り
課

　

か
ら　

１
名

▽
７
月
28
日（
木
）
〜
８
月
８
日（
月
）

　

宮
城
県
東
松
島
市　

総
務
課
か
ら

　

１
名

入賞の賞状と担当職員
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いつまでも健康な歯をいつまでも健康な歯を

　６月５日(日)、「第36回歯の祭典KＡSUYＡデンタルフ
ェア」が、粕屋町健康センターで開催されました。
　このフェアは、糟屋地区１市７町の持ち回りで開催されて
いるため、粕屋町での開催は８年ぶりです。
　当日は、よい歯の高齢者表彰、よい歯の親子表彰、小・中
校図画・ポスター表彰、よい歯の児童・生徒表彰があり、ハ
ワイアンギターによる演奏とフラダンスも披露されました。
　会場では、歯の無料健康相談やブラッシング指導、唾液に
よる歯周病検査などのコーナーが設けられ、多くの家族連れ
などでにぎわっていました。
　粕屋歯科医師会では、80歳になっても20本以上の歯を残
そうという『８０２０（ハチマルニイマル）運動』を推進され
ています。
　皆さんも歯をきちんと磨いて、お口の中の健康管理をしっ
かり行い、８０２０運動を心がけましょう。

第36回歯の祭典
KＡSUYＡデンタルフェア

粕
屋
町
民

卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

粕
屋
町
民

卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
卓
球
大
会

●
団
体
の
部

　

優　

勝
＝
若
宮
分
館
Ｂ

　

準
優
勝
＝
原
町
分
館
Ａ

　

第
三
位
＝
原
町
分
館
Ｂ

　

敢
闘
賞
＝
長
者
原
下
分
館
Ａ

●
団
体
の
部

〈
男
子
Ａ
級
〉

　

優　

勝
＝
永
野
雄
太（
長
者
原
下
）

　

準
優
勝
＝
山
下
幹
雄（
大
隈
）

　

第
三
位
＝
鬼
山　

淳（
若
宮
）

　

敢
闘
賞　

田
中
勝
彦（
長
戸
）

〈
男
子
Ｂ
級
〉

　

優　

勝
＝
平
川
幹
樹（
長
者
原
中
）

　

準
優
勝
＝
伊
東
祐
輔（
戸
原
）

　

第
三
位
＝
後
藤
雅
士（
戸
原
）

　

敢
闘
賞　

安
藤
光
希（
サ
ン
ラ
イ
フ
）

〈
男
子
Ｃ
級
〉

　

優　

勝
＝
安
河
内
優
作（
酒
殿
）

　

準
優
勝
＝
池
田
喜
男（
阿
恵
）

　

第
三
位
＝
小
林
弘
樹（
上
大
隈
）

　

敢
闘
賞　

久
我
将
寿（
酒
殿
）

〈
女
子
Ａ
級
〉

　

優　

勝
＝
今
村
早
希（
原
町
）

　

準
優
勝
＝
近
藤
陽
子（
若
宮
）

　

第
三
位
＝
今
村
勢
津
子（
原
町
）

　

敢
闘
賞　

山
田
ス
ミ
代（
戸
原
）

〈
女
子
Ｂ
級
〉

　

優　

勝
＝
藤　

雅
子（
内
橋
一
）

　

準
優
勝
＝
田
川
美
沙（
大
隈
）

　

第
三
位
＝
新
里
沙
知（
長
者
原
下
）

　

敢
闘
賞　

田
代
聖
子（
長
者
原
下
）

〈
女
子
Ｃ
級
〉

　

優　

勝
＝
徳
永
晴
美（
花
ヶ
浦
）

　

準
優
勝
＝
山
下
扶
美（
甲
仲
原
）

　

第
三
位
＝
井
上　

希（
花
ヶ
浦
）

　

敢
闘
賞　

末
若
美
代
子（
阿
恵
）

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〈
混
合
フ
リ
ー
Ａ
パ
ー
ト
〉

　

優　

勝
＝
酒
殿
分
館

　

準
優
勝
＝
花
ヶ
浦
分
館

　

第
三
位
＝
大
隈
分
館

〈
混
合
フ
リ
ー
Ｂ
パ
ー
ト
〉

　

優　

勝
＝
戸
原
分
館

　

準
優
勝
＝
若
宮
分
館

　

第
三
位
＝
駕
輿
丁
分
館

〈
混
合
シ
ニ
ア
Ａ
パ
ー
ト
〉

　

優　

勝
＝
長
者
原
上
分
館

　

準
優
勝
＝
多
の
津
分
館

　

第
三
位
＝
酒
殿
分
館

〈
混
合
シ
ニ
ア
Ｂ
パ
ー
ト
〉

　

優　

勝
＝
戸
原
分
館

　

準
優
勝
＝
花
ヶ
浦
分
館

　

第
三
位
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
分
館
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＝保険料

所得割額

×

医療給付費

医療費総額

約
1
割

公費（税金）約5割
国：県：市町村=４：１：１

支援金約4割
（現役世代の負担）

う
払
支
に
ど
な
院
病

　

 

額
担
負
己
自

＋

＋

被保険者
均等割額

52,213円
総所得金額等 所得割率

9.87%－33万円（基礎控除額）

平成22年中の所得の届出に基づき、平成23年度の保険料額を決定します。
被保険者（加入者）の皆さんへ「平成23年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」を7月中旬にお届けします。
保険料は、平成22年中の所得金額と世帯（注１）の状況を基に算定を行い、決定します。

● 保険料の決まり方（計算方法）

● 均等割額の軽減

保険料の軽減について

後期高齢者医療制度の保険料について

注１：｢世帯｣とは、平成23年4月1日時点の世帯(75歳になる人、県外からの転入者
　　　などはその時点)を基準にしています。

（注2：原則は「7割軽減」ですが、特例措置により「8.5割軽減」となっています）

注３：軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、
　　「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。

　平成23年度では、平成22年度の保険料軽減措置（被保険者均等割の9割・8.5割（注2）・5割・2割軽減）
を継続して行います。

　　
　被保険者（加入者）の皆さんが

負担する保険料

保険料は、被保険者全員が負担する｢被保険者均等割額｣と、
被保険者の所得に応じて負担する｢所得割額」の合計にな
ります。
保険料は、年額50万円が上限です。

均等割額軽減割合
軽減後の均等割額（年額） 同一世帯内の被保険者及び世帯主の

軽減対象所得金額（注３）の合計額平成23年度

5,221

7,831

26,106

41,770

円

円

円

円

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全員が年金
収入80万円以下（その他各種所得がない）】

【33万円（基礎控除額）】以下

【33万円（基礎控除額）＋24．5万円×被保険者（世帯主を
除く）の数】以下

【33万円（基礎控除額）＋35万円×被保険者数】以下

● 保険料の減免制度について

● 所得割額の軽減

● 被用者保険（注４）の被扶養者であった人の軽減

８月から後期高齢者医療制度の被保険者証が新しくなります

粕屋町総合窓口課 国保年金係　後期高齢者医療  ☎938-2311(内線445・446)
福岡県後期高齢者医療広域連合  ☎651-3111

 

問い合わせ

平成23年度平成23年度 後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。 
・保険料は、加入者一人一人にかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は、2年ごとに見直され、
次回は、平成24年度に改定される予定です。 

・総所得金額等とは、前年中の｢公的年金等収入－公的年金等控除｣、｢給与収入－給与所得控除｣、｢事業収入－
必要経費｣等の合計額で、各種所得控除前の金額です。 

・例えば、公的年金等の収入のみの人で、年額が153万円以下の場合は、総所得金額等は33万円以下となる
ため所得割額はかかりません。 

　総所得金額等が91万円以下（公的年金のみの場合は、収入額で211万円以下）の人は、所得割額が5割軽
減となります。

　後期高齢者医療制度に加入する前日に「会社などの健康保険の被扶養者」だった人は被保険者均等割額が9
割軽減となります。また、所得割額はかかりません。　
（注４：被用者保険とは、全国健康保険協会管掌保険、組合管掌健康保険、船員保険、共済組合をさします。国民健康保
険・国民健康保険組合は該当しません。） 

　現在の被保険者証（水色）は、平成23年7月31日までの有効期限となっています。
　8月1日から使用できる被保険者証（薄みどり色）は、粕屋町役場から７月下旬に郵送します。ただし、保
険料の滞納がある場合は、通常より短い有効期限の被保険者証を窓口でお受け取りいただくことがあります。
　8月1日以降に医療機関にかかるときは、新しい被保険者証（薄みどり色）を窓口に提示してください。有
効期間は、平成24年7月31日までの１年間となっています。
　7月31日までに新しい被保険者証（薄みどり色）が届かない場合は、粕屋町役場へお問い合わせください。

後期高齢者医療制度の被保険者証の自己負担割合をご確認ください
　医療機関にかかるときの医療費の自己負担割合は、1割又は3割です。
毎年、前年中の所得を基に、8月から翌年7月までの1年間の自己負担割合の判定を行います。
自己負担割合は、原則1割ですが、同じ世帯の被保険者のいずれかの人の市町村民税課税所得が145万円
以上である場合には、3割となります。
　ただし、町民税課税所得が145万円以上であっても、次の1又は2に該当する場合は、粕屋町役場へ申
請すれば１割負担となります。
　１．同じ世帯の被保険者が2人以上の場合
　　　同じ世帯の被保険者全員の収入の合計額が520万円未満
　２．同じ世帯の被保険者が本人のみの場合（次の①又は②に該当）
　　① 本人の収入が383万円未満
　　② 本人と同じ世帯の70歳から74歳までの人の収入の合計額が520万円未満

後期高齢者医療制度の限度額適用・標準負担額減額認定証が
８月に更新となります
　現在、使用中の減額認定証の有効期限は、平成23年7月31日になっています。
　減額認定証をすでに持っている人で、平成23年度の市町村民税が非課税世帯の人には、8月1日からの
新しい減額認定証を7月下旬にお届けします。
　　　　　同一世帯の全員が町民税非課税である方については、入院の際の自己負担限度額や食費・生活
　　　　費の一部負担金が減額される場合があります。
　　　　　減額認定証を持っていなかった人で、新たに交付を希望する場合は、粕屋町役場での申請手続
　　　　きが必要になります。　　
【申請に必要なもの】
　印鑑・被保険者証・その他※１

　　※１　その他：本人確認ができるもの（運転免許証など）。代理の方が申請する場合は委任状。
　　　　　入院期間90日以上の場合、区分Ⅱに認定された日から確認できるもの（領収証など）が必要にな
　　　　　る場合があります。

　災害や失業等により保険料の納付が困難となった場合は、保険料が減免できる場合がありますので、粕屋
町役場へご相談ください。
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＝保険料

所得割額

×

医療給付費

医療費総額

約
1
割

公費（税金）約5割
国：県：市町村=４：１：１

支援金約4割
（現役世代の負担）

う
払
支
に
ど
な
院
病

　

 

額
担
負
己
自

＋

＋

被保険者
均等割額

52,213円
総所得金額等 所得割率

9.87%－33万円（基礎控除額）

平成22年中の所得の届出に基づき、平成23年度の保険料額を決定します。
被保険者（加入者）の皆さんへ「平成23年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」を7月中旬にお届けします。
保険料は、平成22年中の所得金額と世帯（注１）の状況を基に算定を行い、決定します。

● 保険料の決まり方（計算方法）

● 均等割額の軽減

保険料の軽減について

後期高齢者医療制度の保険料について

注１：｢世帯｣とは、平成23年4月1日時点の世帯(75歳になる人、県外からの転入者
　　　などはその時点)を基準にしています。

（注2：原則は「7割軽減」ですが、特例措置により「8.5割軽減」となっています）

注３：軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、
　　「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。

　平成23年度では、平成22年度の保険料軽減措置（被保険者均等割の9割・8.5割（注2）・5割・2割軽減）
を継続して行います。

　　
　被保険者（加入者）の皆さんが

負担する保険料

保険料は、被保険者全員が負担する｢被保険者均等割額｣と、
被保険者の所得に応じて負担する｢所得割額」の合計にな
ります。
保険料は、年額50万円が上限です。

均等割額軽減割合
軽減後の均等割額（年額） 同一世帯内の被保険者及び世帯主の

軽減対象所得金額（注３）の合計額平成23年度

5,221

7,831

26,106

41,770

円

円

円

円

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

【33万円（基礎控除額）】以下で、かつ【被保険者全員が年金
収入80万円以下（その他各種所得がない）】

【33万円（基礎控除額）】以下

【33万円（基礎控除額）＋24．5万円×被保険者（世帯主を
除く）の数】以下

【33万円（基礎控除額）＋35万円×被保険者数】以下

● 保険料の減免制度について

● 所得割額の軽減

● 被用者保険（注４）の被扶養者であった人の軽減

８月から後期高齢者医療制度の被保険者証が新しくなります

粕屋町総合窓口課 国保年金係　後期高齢者医療  ☎938-2311(内線445・446)
福岡県後期高齢者医療広域連合  ☎651-3111

 

問い合わせ

平成23年度平成23年度 後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。 
・保険料は、加入者一人一人にかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は、2年ごとに見直され、
次回は、平成24年度に改定される予定です。 

・総所得金額等とは、前年中の｢公的年金等収入－公的年金等控除｣、｢給与収入－給与所得控除｣、｢事業収入－
必要経費｣等の合計額で、各種所得控除前の金額です。 

・例えば、公的年金等の収入のみの人で、年額が153万円以下の場合は、総所得金額等は33万円以下となる
ため所得割額はかかりません。 

　総所得金額等が91万円以下（公的年金のみの場合は、収入額で211万円以下）の人は、所得割額が5割軽
減となります。

　後期高齢者医療制度に加入する前日に「会社などの健康保険の被扶養者」だった人は被保険者均等割額が9
割軽減となります。また、所得割額はかかりません。　
（注４：被用者保険とは、全国健康保険協会管掌保険、組合管掌健康保険、船員保険、共済組合をさします。国民健康保
険・国民健康保険組合は該当しません。） 

　現在の被保険者証（水色）は、平成23年7月31日までの有効期限となっています。
　8月1日から使用できる被保険者証（薄みどり色）は、粕屋町役場から７月下旬に郵送します。ただし、保
険料の滞納がある場合は、通常より短い有効期限の被保険者証を窓口でお受け取りいただくことがあります。
　8月1日以降に医療機関にかかるときは、新しい被保険者証（薄みどり色）を窓口に提示してください。有
効期間は、平成24年7月31日までの１年間となっています。
　7月31日までに新しい被保険者証（薄みどり色）が届かない場合は、粕屋町役場へお問い合わせください。

後期高齢者医療制度の被保険者証の自己負担割合をご確認ください
　医療機関にかかるときの医療費の自己負担割合は、1割又は3割です。
毎年、前年中の所得を基に、8月から翌年7月までの1年間の自己負担割合の判定を行います。
自己負担割合は、原則1割ですが、同じ世帯の被保険者のいずれかの人の市町村民税課税所得が145万円
以上である場合には、3割となります。
　ただし、町民税課税所得が145万円以上であっても、次の1又は2に該当する場合は、粕屋町役場へ申
請すれば１割負担となります。
　１．同じ世帯の被保険者が2人以上の場合
　　　同じ世帯の被保険者全員の収入の合計額が520万円未満
　２．同じ世帯の被保険者が本人のみの場合（次の①又は②に該当）
　　① 本人の収入が383万円未満
　　② 本人と同じ世帯の70歳から74歳までの人の収入の合計額が520万円未満

後期高齢者医療制度の限度額適用・標準負担額減額認定証が
８月に更新となります
　現在、使用中の減額認定証の有効期限は、平成23年7月31日になっています。
　減額認定証をすでに持っている人で、平成23年度の市町村民税が非課税世帯の人には、8月1日からの
新しい減額認定証を7月下旬にお届けします。
　　　　　同一世帯の全員が町民税非課税である方については、入院の際の自己負担限度額や食費・生活
　　　　費の一部負担金が減額される場合があります。
　　　　　減額認定証を持っていなかった人で、新たに交付を希望する場合は、粕屋町役場での申請手続
　　　　きが必要になります。　　
【申請に必要なもの】
　印鑑・被保険者証・その他※１

　　※１　その他：本人確認ができるもの（運転免許証など）。代理の方が申請する場合は委任状。
　　　　　入院期間90日以上の場合、区分Ⅱに認定された日から確認できるもの（領収証など）が必要にな
　　　　　る場合があります。

　災害や失業等により保険料の納付が困難となった場合は、保険料が減免できる場合がありますので、粕屋
町役場へご相談ください。
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ご存知ですか免除制度免除制度

法定免除
■ 対象となる方
　障害年金の１級、２級を受けている方や生活保護法による生活扶助を受けている方等

申請免除

若年者納付猶予 20歳代の方で、本人と配偶者の前年の所得が一定額以下で保険料を納めること
が困難なときには、申請して承認されると保険料を後払いすることができます。

学生納付特例

経済的理由などにより保険料を納めることが困難なときには、申請して承認されると保険料の納付が免
除されます。申請免除には、「全額免除」「4分の3免除」「半額免除」「4分の1免除」があります。

国民年金法で定められた要件に該当するときは、届け出ると保険料の納付が免除されます。

■ 対象となる方
　①前年の所得が一定額以下で、保険料を納めることが困難な方

■ 手続き

　②障がい者又は寡婦で、前年の所得が125万円以下の方
　③生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている方
　④申請のあった日の属する年度又はその前年度において
・失業などにより保険料を納付することが困難であると認められたとき（「離職票」又は「雇用保険受給
資格者証」の写しが必要です）

・火災、震災、風水害その他これらに類する災害により、被害金額が財産のおおむね1/2以上である損
害を受けたとき

・事業の休止又は廃止により厚生労働省が実施する離職者支援資金貸付制度による貸付金の交付を受
けたとき（「貸付決定通知書」の写しが必要です）　

　※所得審査は本人・配偶者・世帯主のいずれもが要件を満たしている必要があります。ただし、失業によ
　　る免除の場合は退職した方の所得を除外して審査を行います。

　長い人生の間には、経済的な理由などでどうしても保険料が納められない
ときがあります。しかし保険料を「未納」のままにしておくと、将来の年金が
減額されたり、場合によっては受けられないことがあります。また、障害や
死亡などの場合の障害年金や遺族年金も受けられなくなることもあります。
　そのようなときのために、国民年金には『免除』という制度があります。保
険料が納められないときは未納のまま放置せず、免除制度を利用しましょう。

　免除の期間は７月から翌年６月までの１年間です。平成23年７月１日から、新年度分の免除の申請
を受付しますので、申請される方は年金手帳、印鑑をお持ちください。（転入等により所得の把握がで
きない場合は、所得証明書が必要となる場合があります。）
　平成23年６月まで免除されている方のうち、全額免除・若年者納付猶予の該当者で継続を希望され
ている方は、自動更新により承認又は却下の通知が日本年金機構より届きます。

日本国内の大学、短大、専修（専門）学校・高等学校及び一部の各種学校などに在
学している20歳以上の学生で、本人の前年所得が一定額以下の方は、申請して承
認されると保険料を後払いすることができます。

●問い合わせ　粕屋町総合窓口課　☎９３８ー２３１１　内線４４７
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ＭＲワクチンおよび日本脳炎の
予防接種に関するお知らせ
ＭＲワクチンおよび日本脳炎の
予防接種に関するお知らせ

ＭＲ（麻しん風しん混合）ワクチンの予防接種について
　平成２３年５月２０日に予防接種法施行令および定期の予防接種の実施規則が一部改正され、これまで高校３
年生に相当する年齢の方が対象でしたが、高校２年生に相当する年齢の方も接種ができるようになりました。
　●新たに対象となる方
　修学旅行や学校行事としての研修旅行で海外に渡航する高校２年生の年齢に相当する方。
　（平成６年４月２日～平成７年４月１日までに生まれた方）
●接種方法
　健康づくり課へまずご連絡のうえ、問診票をお受け取りください。その後医療機関へご予約のうえ母子手帳
　と健康保険証を持参し接種を受けてください。
●接種期間
　５月２０日～平成２４年３月３１日

日本脳炎の予防接種について
　日本脳炎の予防接種は、平成２３年５月２０日に予防接種法施行令および定期の予防接種の実施規則が一部改
正され、平成１７年度から平成２１年度にかけて積極的勧奨の差し控えにより接種を受ける機会を逸した、平成７
年６月１日から平成１９年４月１日までの間に生まれた方も、従来の対象者に加えて定期接種の対象になりました。
母子手帳などで接種状況をご確認ください。
　●平成７年６月１日から平成１９年４月１日までの間に生まれた方
　２０歳未満（２０歳の誕生日の前々日）であれば、接種を受けることができます。これまで接種ができなかっ
た７歳６ヵ月～９歳未満、１３歳以上２０歳未満でも接種ができるようになりました。１期が終了していない方は、
まず１期から接種を受けてください。２期の接種は９歳以上です。　
※平成２３年度に９歳、１０歳になるお子様（平成１３年４月２日から平成１５年４月１日生まれの方）は、でき
　るかぎり早い時期に１期の接種を受けましょう。

☆日本脳炎の予防接種回数と接種間隔

すでに接種した回数 接種回数 接種間隔

※医療機関へ事前に予約をお願いします。また、接種の際は母子手帳などで接種履歴を確認しますので、
　必ずお持ちください。

●問い合わせ　粕屋町健康づくり課　☎９３８－０２５８

全く受けていない方

１回接種を受けた方

２回接種を受けた方

３回接種を受けた方
（１期が終了している方）

４回
（１期３回、２期１回）

１回

２回
（１期１回、２期１回）

３回
（１期２回、２期１回）

２期の接種は、９歳以上の方に対し１期接種終了後６日
以上の間隔をおいて接種。

６日以上の間隔をおいて１期追加接種を行う。２期の接
種は、９歳以上の方に対し１期接種終了後６日以上の間
隔をおいて接種。

６日以上の間隔をおいて残りの２回の１期接種を行う。
２期の接種は、９歳以上の方に対し１期接種終了後６日
以上の間隔をおいて接種。

初回接種として６日から２８日までの間隔をおいて２回
接種し、追加接種として初回終了後おおむね１年を経過
後１回接種。２期の接種は、９歳以上の方に対し１期追
加接種後６日以上の間隔をおいて接種します。
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町協働のまちづくり課　☎ (938)0173

平成２３年４月末までの粕屋警察署管内（１市７町）交通事故発生状況

区　分

発生数

前年対比

死者数

前年対比

傷者数

前年対比

古賀市

１２６

＋２

　　０

±０

１５９

＋２

宇美町

　６６

＋１３

　　０

±０

７９

＋１６

篠栗町

　６０

＋５

　　０

－１

　８０

＋４

志免町

１５４

＋８

　　０

　－１

１８５

－７

須恵町

　３９

－１６

　　０

　－１

　５１

－１３

新宮町

　８３

－１６

　　１

＋１

１０６

－２２

久山町

　２６

－１９

　　０

±０

　３５

－３５

粕屋町

１７２

＋２

　　２

＋２

１９８

－１７

合　計

　　７２６

－２１

３

±０

８９３

－７２

夏 の 交 通 安 全 県 民 運 動夏 の 交 通 安 全 県 民 運 動
期　　　間　　７月１０日（日）～１９日（火）
運動の基本　　「飲酒運転の撲滅」・「子どもと高齢者の交通事故防止」
重 点 項 目　　○　飲酒運転を撲滅しよう
　　　　　　　○　子どもと高齢者の交通事故を防止しよう

☆　☆　毎月２５日は　飲酒運転撲滅の日　☆　☆

　５月２７日（金）に「粕屋交

番連絡協議会」が、粕屋町役

場において開催されました。

　協議会には、粕屋警察署

や粕屋交番の警察官、行政

区長、小中学校や高校の先生、

交通安全協会支部長、消防

団長、婦人会長、警友会役

員など各地区の代表の方々

が出席されました。

　平成２３年１月～４月末までの交通事故の特徴は、

　　・朝夕の通勤や通学の時間帯での交通事故が多い。

　　・自宅周辺での高齢者の事故が多い。

　　・交差点や交差点付近においての追突や出会い頭の事故が多い。

という状況ですので、交通事故が多発している朝夕の通勤や通学の時間帯及び交差点や交差点付近など

を通行する際には特に安全確認を充分にして交通事故に遭わないようにしましょう。

　高齢者の方は、夕暮れ時や夜間に外出される際には明るい色の服を着て外出しましょう。

　４月に入学（園）した新１年生も学校にもなれて親の手元から離れ外で遊ぶ機会も多くなりますが、

危険を認識する力がまだまだ不十分です。

　子どもの交通事故で最も多いのが「飛び出し」です。

　保護者の方たちが、お子さんと一緒に外出した時などに、実際の道路で信号の意味や道路の横断の仕

方について「どうすれば安全なのか、どんなところに危険がひそんでいるのか」などを具体的に分かりやす

く教えて、お子さんを交通事故から守りましょう。
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家電４品目を処分したいとき家電４品目を処分したいとき
　家電リサイクル法の対象となるエアコン、ブラ
ウン管式テレビ、液晶・プラズマ式テレビ、電気
冷蔵庫・電気冷凍庫、電気洗濯機・衣類乾燥機
を「家電４品目」といいます。

家電４品目の処分方法としては、
　①同じ種類の製品を買い替えようとしている家電小売店に引き取ってもらう。
　②処分したい製品を購入した家電小売店に引き取ってもらう。
　　※①②の場合はリサイクル料金がかかります。
　③上記の①②に該当しないとき（購入した店が分からないなど）
　　１．業者に引取りを依頼する場合
　　　　ベストサービス福岡（☎６５１－９１６１）に直接電話してください。
　　　　※リサイクル料金のほかに収集運搬料金がかかります。

　　２．個人で指定引取場所に持ち込む場合　

※　一部のメーカーについては、料金が異なる場合がありますの
で、詳細は、財団法人家電製品協会　家電リサイクルセン
ター（☎0120-319640）にお問い合わせください。

【暮らしの便利帳2010年版の内容の変更のお知らせ】

　暮らしの便利帳2010年版の58頁「家電リサイクル法対象家電品を処分したい時」の「消費者が負担する料金

について」のエアコンのリサイクル料金が平成23年4月1日付　2,500円から2,000円に変更になりました。

廃家電を
処分したい方

家電リサイクル券
購入（郵便局）

指定引取り場所
へ持ち込む

久留米運送㈱福岡支店
粕屋町大字仲原2675
☎６１１－２１５１

西鉄運輸㈱航空福岡支店
福岡市博多区榎田一丁目8番20号
☎４３３－２０１１

指
定
引
取
場
所

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間（
8

年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委

託
し
た
左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
、
花
ヶ
浦
区
の
交
換
対
象

の
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

 

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

０
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ
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講習月日 講習場所 講習区分 講習時間

８月２２日(月)

８月２３日(火)

８月２４日(水)

８月２５日(木)

８月２６日(金)

福岡市早良区
百道浜

１－３－３

福岡市民防災
センター

平
成
23
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
お
知
ら
せ

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
、
現

に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
方
が
３
年
に
１
度
受

け
る
必
要
の
あ
る
講
習
の
案
内

で
す
。

●
受
講
対
象
者

　

危
険
物
取
扱
者
免
状
を
受
け

て
い
る
方
の
う
ち
、
危
険
物
製

造
所
、
貯
蔵
所
、
取
扱
所
に
お

い
て 

危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
方
及
び
保
安
監

督
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、

期
間
内
に
受
講
し
な
い
と
、
消

防
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
こ

と
と
な
り
、 

免
状
返
納
命
令
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　

危
険
物
取
扱
業
務
、
保
安
監

督
業
務
に
こ
れ
か
ら
従
事
す
る

人
も
受
講
で
き
ま
す
。

●
受
付

▽
郵
送
受
付
…
7
月
28
日（
木
）

〜
8
月
10
日（
水
）

▽
開
催
地
受
付
…
8
月
16
日

（
火
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
た
だ
し
、
正
午
〜
午
後

１
時
は
除
く
、
受
付
会
場
は

ふ
く
お
か
石
油
会
館
2
階
会

議
室
）

＊
受
講
申
請
書
類
は
、
粕
屋
南

部
消
防
組
合
消
防
本
部
、
南

部
消
防
署
及
び
中
部
消
防
署

に
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
請
書

類
の
受
講
案
内
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本

部
予
防
課
危
険
物
係

　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

●日時など（福岡会場抜粋）

※福岡会場以外（北九州・久留米・大牟田・飯塚・豊前）での受講については、
　下記までお問い合わせください。

そ の 他 の 施 設
給 油 取 扱 所
給 油 取 扱 所
石油コンビナート等
給 油 取 扱 所
そ の 他 の 施 設
石油コンビナート等
給 油 取 扱 所
そ の 他 の 施 設
そ の 他 の 施 設

9：30～12：30
13：30～16：30
9：30～12：30
13：30～16：30
9：30～12：30
13：30～16：30
9：30～12：30
13：30～16：30
9：30～12：30
13：30～16：30

　

４
月
８
日
福
岡
県
消
防
職
員
意
見
発
表

会
で
最
優
秀
賞
を
受
け
福
岡
県
代
表
と
し

て
、
５
月
20
日
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た

九
州
大
会
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
寄
り
添
っ
て
」
で
、
救
え

る
命
が
救
え
な
い
思
い
か
ら
、
も
っ
と
救

命
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
一
般
の
方
に
心

肺
蘇
生
法
を
普
及
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い

で
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

各
県
代
表
と
も
素
晴
ら
し
い
発
表
で
、

そ
の
中
で
も
山
本
消
防
士
長
は
、
福
岡
県

代
表
の
意
地
を
懸
け
て
堂
々
と
発
表
し
、

優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
南
部
消
防
署
で
救
急
業
務
を
担

当
。
将
来
は
救
急
救
命
士
を
目
指
し
て
お

り
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
発
表
全
文
は
粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

九
州
地
区
消
防
職
員

意
見
発
表
大
会
で
優
秀
賞

九
州
地
区
消
防
職
員

意
見
発
表
大
会
で
優
秀
賞

水
の
事
故
や
山
の
事
故
に

あ
わ
な
い
た
め
に…

　

梅
雨
が
明
け
、
夏
本
番
と
な
る
と
、

海
や
山
で
の
楽
し
い
行
楽
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏
は
、
他
の
時

季
に
比
べ
屋
外
で
の
活
動
が
多
く
な

る
た
め
、
事
故
発
生
の
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
当
本
部
管
内
に
お
い

て
も
毎
年
数
件
、
水
の
事
故
や
山
の

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
水
の
事
故
対
策

・
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を
す

る
。

・
飲
酒
後
や
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時

は
遊
泳
を
行
わ
な
い
。

・
気
分
が
悪
く
な
っ
た
と
き
は
す
ぐ

に
水
か
ら
あ
が
る
。

・
海
・
河
川
の
レ
ジ
ャ
ー
（
釣
り
な

ど
）
を
楽
し
む
時
に
は
、
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。 

・
海
や
河
川
な
ど
の
自
然
環
境
の
中

で
は
、
常
に
気
象
状
況
に
注
意
を

払
い
、
天
候
の
変
化
に
応
じ
て
中

止
す
る
と
い
っ
た
判
断
も
必
要
。 

・
乳
幼
児
は
、
家
庭
用
ビ
ニ
ー
ル
プ

ー
ル
な
ど
の
浅
い
場
所
で
も
溺
れ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
水
遊
び
中

は
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
、
お
子

さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
プ
ー
ル
の
排
水
溝
に
は
近
づ
か
な

い
。

●
山
の
事
故
対
策

・
山
登
り
は
子
ど
も
だ
け
で
は
行
か

せ
な
い
。

・
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
立
て
、
早

め
の
下
山
を
心
が
け
る
。

・
山
の
天
気
は
非
常
に
変
わ
り
や
す

い
の
で
、
天
気
が
悪
く
な
っ
た
り

体
調
が
優
れ
な
い
と
き
は
無
理
を

せ
ず
引
き
返
す
。

山本敦子　消防士長
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館内整理日

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

７ が つ は、休館日です。

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29
振替休館日

No.133

暑い夏がやってきました。節電のため、図書館も冷房の温度をすこし高めに
設定しております。皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646

毎月23日は、粕屋町読書の日です。
この機会にテレビを消して読書に親しむ習慣づくり
をしましょう。

■PC版
http://libkasuya.jp/
■携帯版
https://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

ホームページアドレスが変わりました。ホームページアドレスが変わりました。

小学生夏休み工作教室小学生夏休み工作教室
毎年大好評の夏休み工作教室を今年も
開催します。申し込みはお早めに。

第1弾　「絵本カバーでエコぶくろ」
8月4日(木) 1部 10:30～12:00
 2部 14:00～15:30
　　定員　各25名 (先着順)
　　カウンター申込み受付　7月16日(土)～
　　電話申込み受付　　　　7月20日(水)～

第2弾　「勾玉をつくろう！」
8月23日(火)　10:15～12:00
　　定員　50名 (先着順)
　　カウンター申込み受付　8月6日(土)～
　　電話申込み受付　　　　8月9日(火)～
●場所　粕屋フォーラム2階視聴覚室

7月24日(日)　
場所：粕屋フォーラム2階視聴覚室

・ちいさい子向け　11:00～(約30分)
『999ひきのきょうだいのおひっこし』ほか

・小学生向け　　　14:00～(約100分)
『ジュマンジ』
※年齢にかかわらずどちらの作品にも参加できます。
※申込み不要・入場無料です。

夏休み子ども図書館員

8月10日(水)
　低学年の部　10:30～12:00
　高学年の部　14:00～16:00
　　　　定員　各10名 (先着順)
　カウンター申込み受付　7月23日(土)～
　電話申込み受付　　　　7月26日(火)～

『みすゞ 』  2001年/日本/105分

雑学セミナーのおしらせ

★たなばたおはなし会
　場所　粕屋フォーラム２階視聴覚室
　7月2日(土)

なつのこどもシネマなつのこどもシネマ

今月のおはなし会今月のおはなし会

きみも図書館員にチャレンジ

監　督　五十嵐　匠
出　演　田中美里
　　　　加瀬　亮
　　　　中村嘉葎雄　ほか
日　時　7月9日(土)　14:00～15:45
場　所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室

場　　所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室
定　　員　50名
※申込み不要・入場無料です。お気軽にご参加ください

7月10日(日)　14:00～15:30
健康・医療　『健康雑感』
　　　　　　　講師　尾石 泰行　氏

☆あかちゃん向けおはなし会
　第1・第3金曜日　11:00～／11:30～
　7月1日・15日
☆ちいさい子向けおはなし会
　第2・第4金曜日　11:00～／11:30～
　7月8日・22日
☆おおきい子向けおはなし会
　毎週土曜日　11:00～
　7月9日・16日・23日・30日
☆小学生向けおはなし会
　第3日曜日　15:00～
　7月17日
場　所 粕屋町立図書館１階 おはなしのへや

※申込み不要・鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。
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※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome-sc.jp

　　　　　　　　　　 

■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００
　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
※月曜日は休館日となっています。
※祝日営業日は、教室はすべて
　休講となります。

■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　土・日・祝日１０：００～２０：３０

営業時間

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）または、ホームページなどでご確認ください。

夏本番　夏バテ防止、体力アップに取組みませんか
かすやドームは体育館、プール、トレーニング室などで運動ができます。

7月の営業についてのお知らせ
◎7月23日（土）は全館休館
　商工会花火大会会場となるため、臨時休館いたします。
◎7月31日（日）は一部のみの営業
　プールは終日休館　その他トレーニング室などは18時～21時で営業。
◎7月25日（月）～8月29日（月）まで月曜も営業
　8月末まで上記以外の休館日、営業時間変更はございません。

★施設利用料(2時間）
・体育館（当日2時間）及び、
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児

・マナーを守って安全・快適に泳ぎましょう
・小学生3年生以上は保護者同伴なしでもご利用できます。
・利用には水着と水泳キャップが必要となります。

プールアリーナ

トレーニング室
　かすやドームのトレーニング室は冷房完備。涼しい環境
でトレーニングやスタジオレッスンで心も体もすっきりし
ましょう。
★7月スタートのスタジオレッスン
　　はじめてのヨガ　毎週水曜　18:30～19:10
　　（施設利用料＋300円レッスン券）
　　仕事帰りに気楽に入れます。疲れた体をリフレッシュ
　　しませんか。
★夏季限定の腹筋トレーニング
　（30分　施設利用料＋200円レッスン券）
　①毎週水曜日　21:20～　ハードな腹筋レッスン
　②毎週金曜日　19:30～　やさしい腹筋レッスン

夏休み7/22～8/31

ドームキッズプロジェクト
今年もやります　集まれ小学生今年もやります　集まれ小学生

2011

　待ちに待った夏休み、いろんなことにチャレンジしてみよう。
　仲間との出会いや、夏休みの思い出作りのためのプログラム
を用意しています。

プロジェクト１　　100円スポーツ夏休みVer（7/22から）
　・内容：各曜日とも　かけっこ＆ボール競技　（当日参加）
　火曜 1～6年クラス 13:00～14:00　女子限定クラス 17:00～18:00
　水曜 1～6年クラス 13:00～14:00
　木曜 1～6年クラス 13:00～14:00
　金曜 1～6年クラス 13:00～14:00　低学年クラス 17:00～18:00
　＊7/1～7/20 までは通常どおり火・水・金 17:00～18:00で開催
　＊7/29　17:00～の低学年クラスはありません。
　・対象　小学生　・料金　各100円　・定員　なし

プロジェクト２　　短期集中　Jr．ヨガ　（事前申込み）
　柔軟性や筋力、集中力の向上を目指す3日間の特別レッスン
　・7/25（月）～27（水）（3日間）　16：00～16：45
　・対象　小学3年生～中学3年生　・料金　1,000円　・定員　20名
　☆受付開始日　7月12日（火）11:00～　体育館受付にて

プロジェクト３　　苦手克服教室　（事前申込み）
　苦手なことを3日間の集中特訓。まずはチャレンジしてみよう
　　①鉄棒　7/25（月）～7/27（水）　14:30～15:30
　　②球技　8/22（月）～8/24（水）　14:30～15:30
　　・対象　①、②とも　小学3～6年生　　
　　・料金　①、②とも　各1,000円　・定員　各20名
　　☆受付開始日　7月12日（火）11:00～ 体育館受付にて

プロジェクト４　　かすやドーム探検隊　（当日参加）
　普段は見られないドームの裏側を探検してみよう
　　・すべて木曜　7/28　8/4　8/18　8/25　12:15～12:45
　　・対象　小学生　・料金　各100円　・定員　各20名

プロジェクト５　　陸上競技教室　（事前申込み）
　走ったり、投げたり、跳んだりとスポーツ全般に役立つ種目を
　体育館で行います。
　　・日時　8/1　8/8　8/22　8/29 （月曜13:30～14:30 全4回）
　　・対象　小学3～6年生　・料金　3,000円　・定員　15名
　　☆申込受付開始日　7月12日（火）11：00～体育館受付にて　

プロジェクト６　　かすやドームウォークラリー
　かすやドームをスタートし、地図を見てチェックポイントを探
　しながらゴールを目指します　　（事前申込み）
　・開催日時　8月1日（月）10:00～12:30
　・対象　小学生（2～5名のチームで申込み）
　・料金　1人300円　・定員　20組（チーム）
　・申込受付開始日　7月12日（火）11：00～　体育館受付にて

　ドームキッズプロジェクトに参加するには、初回に23年度
こどもスポーツ登録（無料）を保護者の方に行っていただく必
要がございます。
　ほかにもいろんな企画を計画中です。詳細は、館内ポスタ
ー・チラシなどでご確認ください。

・２５ｍ×７レーン
・幼児プール・歩行コース

（ご利用は高校生以上で
講習会を受講されている方）

こども水泳 夏休み限定教室
7月5日（火）13:00～

プール受付にて申込受付開始

４日間の連続受講で
効果的に練習しよう

４日間の連続受講で
苦手意識を克服

料金：1クール4回（4日間）
各3,000円（定員20～30名）

料金：1クール4回（4日間）　各3,000円（定員20名）

・くらげクラス　15:30～16:30　
・めだかクラス　16:40～17:40　
・いるかクラス　17:50～18:50

幼稚園年中組～小学6年生が対象
（クラスはお問い合わせください）

小学5・6年生、中学生対象

めざせ２５M

クール
1クール
2クール
3クール
4クール
5クール

クール
1クール
2クール

　　　日　程
7/19（火）～7/22（金）
7/25（月）～7/28（木）
8/1  （月）～8/4  （木）
8/8  （月）～8/11（木）
8/22（月）～8/25（木）

　　　開催クラス
　　　　めだか　いるか
　　　　めだか
くらげ　めだか
くらげ　めだか
くらげ　めだか　いるか

　　　日　程
7/25（月）～7/28（木）
8/1  （月）～8/4  （木）

　　時間帯
17:50～18:50
17:50～18:50
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7月23日(土)　さくらホール
吉　幾三　コンサート

開場　12：30 開演　13：00
S 席　前売券 ￥5,500
A 席　前売券 ￥5,000
B 席　前売券 ￥4,500

親 子 席　前売券 ￥6,000（親・幼児）
車イス席　前売券 ￥8,500（車イス・付添）
※当日券は￥500増です。

主催　（株）さくらコーポレーション　協賛　粕屋町商工会
問い合わせ　☎938-9008　（株）さくらコーポレーション（10：00～16：00）

■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス　　　7月4日(月)は休館日です。
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

8月の催し物
開催日 会場催 事 名

6
日
(土)

27
日
(土)

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

・・・さくらホール ・・・多目的ホール

ピアノ発表会

粕屋町青少年育成町民の会
人権問題啓発強調月間
社会を明るくする運動強調月間

大会

     ROSE CLASSIC BALLET
5th

BALLET PERFORMANCE 2011

音楽発表会
（エレクトーン・ピアノ他）

開演 11：00

ウィメンズバンドShion♪～私音～
第3回定期演奏会

ラブ＆ピース・フェスタ
12：30～16：30

開会 13：30

粕屋町商工花火大会開催のため
午後５時に閉館いたします。

７月２３日（土） 9:00～17:00
７月２４日（日） 9:00～17:00

ご迷惑をおかけいたします。

開館時間変更のお知らせ

７月の催し物
開催日 会場催 事 名

10
日
(日)

11
日
(月)

10
日
(日)

17
日
(日)

31
日
(日)
31
日
(日)

23
日
(土)

開場 13：30　開演 14：00
18
日
(月)
(祝)
・

7月31日(日) さくらホール

入場
無料

7月31日(日) 多目的ホール

7月17日(日)　さくらホール

開場　13：30 開演　14：00

ROSE CLASSIC BALLET

主催　ローズクラシックバレエ
　問い合わせ　☎090-8764-2044

入場料　￥2,000

5th
BALLET PERFORMANCE 2011

第3回定期演奏会
～希望の空を見上げて～

＜演奏曲目＞
・アルメニアンダンスPart1
・ディズニーメドレーⅡ
・ラ♪ラ♪ラ♪スイートプリキュア♪ほか

☆乳幼児大歓迎☆ 子どもから大人まで楽しめる曲をお届けします。
ご家族でお楽しみください。

ラブ＆ピース・フェスタ
♪歌声で希望と友情の輪を♪
開場12：30 開演　13：00

開演　11：00

・平和の祈りコンサート
・ミュージカル　ぞう列車がやってきた
・合唱サークル団・歌声サークル発表

入場券　￥1,500
　　問い合わせ・申し込み　うたごえ粕屋実行委員会　☎092-939-3715

8月 6日(土) 多目的ホール
長唄三味線と箏

邦楽の調べ
開演 14：00開場 13：30

[出演]　三世家元 杵屋 弥佶、池田 真依、野中 優美、
　　　  鶴 宙子、籐 雅臣、杵屋 佶巳左、高森 未来ほか
[曲目]　長唄 末広狩、絵日傘、子供のための組曲ほか

※入場チケット（無料）を発行いたします。

ウィメンズバンドshion♪～私音～

主催　長唄 三味線  弥生会　　協賛　お箏さくら会  花音

問い合わせ　三味線アカデミー ☎947-0122(山下)

お詫びと訂正
6月号の当ページの告知で、7月10日開催の三本大会の開会時間を
10：00としておりましたが、13：30開会の誤りでした。
また、粕屋太鼓まつりのお問い合わせ先を誤った番号で掲載しておりました。
関係者のみなさまには、ご迷惑をおかけいたしました。訂正して、お詫び申し上げます。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び
中止することがあります。あらかじめご了承ください。

7月23日(土)　15：00～

＜出演＞
＜曲目＞セレナータ、野ばら、故郷ほか

リコーダーコンサート

問い合わせ　粕屋警察署 ☎939-0110

問い合わせ　粕屋町社会教育課
　　　　 ☎938-1410

開場 13：15　開演 13：30

　☎621-1210

リコーダーアンサンブル
アンダンテ

長唄三味線と箏

人権問題夏期講演会
開演 13：00

開場 13：30　開演 14：00
邦楽の調べ

問い合わせ　粕屋地区人権運動連合会

吉　幾三コンサート
開場 12：30　開演 13：00

開場 13：30　開演 14：00

開場 12：15　開演 12：30

粕屋地区交通安全大会

パソコン講座　受講生募集
～エクセル(Microsoft Excel) 初心者～

日　程　7月14日～9月29日(毎週木曜日・全12回)
時　間　19：00～21：00

定　員　15名程度　※定員となり次第、締切りとさせていただきます
対象者　エクセル初心者  ※ある程度キーボード入力のできる方

場　所　マルチメディアルーム ※パソコンはこちらでご用意いたします

受講料　￥13,500(3か月分[全12回])　※別途テキスト代(￥2,500前後)

サンレイクかすや受付窓口にて受付中
後援　粕屋町教育委員会
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平成23年度　粕屋町文化協会 各教室講師・代表者一覧表
教 室 名 練習場所・日時 講 　 師 代 表 者

碁　　　道

工　　　芸

文　　　芸

美　　　術

舞　　　踊

伴 　 勝 宣

̶

光 安 玲 子

光 安 逸 子

野 崎 幸 男

松 尾 まさこ

池 田 　 清

牛 島 登 美

本 郷 蓉 子

Lester Brown

秦 　 　 生

八 尋 　 徳

八 尋 　 徳

木 村 辰 也

南 　 俊 一

福 間 雅 世

小 林 敏 夫

泉 　 花三照

泉 　 花三照

泉 　 花三照

平 戸 公 子

藤 間 政寿恵

松 山 幸 子

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

自　宅

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

講師宅

講師宅

講師宅

自　宅

若宮区(公）

福祉センター

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

花ヶ浦区(公）

第1・3 （日）

第2・4 （木）

第1・3 （金）

第2・4 （金）

第2・4 （土）

第3 （火）

第1・3 （水）

第1～4 （金）

第2・4 （木）

第1～4 （水）

第1～4 （水）

第2 （火）

第1・2・3（火）

第1 （火）

第4 （木）

随　　　時

随　　　時

随　　　時

第2～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （水）

第1～4 （水）

第1～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （土）

13：00～
18：00
13：00～
17：00
13：00～
16：00
13：00～
16：00
13：00～
16：00
10：00～
13：00

10：00～
12：00
13：00～
16：00
13：30～
16：00
19：25～
20：55
19：00～
21：00
13：00～
15：00
19：00～
21：00
13：00～
17：00
10：00～
12：00
14：00～
17：00
19：00～
22：00

13：00～
14：00

12：00～
15：00
13：30～
15：30
10：00～
12：00
12：30～
15：00
10：00～
12：00
16：30～
18：30
10：00～
12：00

粕 屋 町 囲 碁 会

粕 屋 町 将 棋 会

妙 松 会

陶　芸　教　室　（Ａ）

陶　芸　教　室　（Ｂ）

表 装 教 室

郷 土 史 勉 強 会

粕 屋 俳 句 会

日本の古典を読む会

秦 風 墨 彩 画 教 室

粕 屋 書 道 会 （昼）

粕 屋 書 道 会 （夜）

粕 屋 町 俳 画 教 室

水 彩 画 教 室

粕屋ちぎり絵教室

写 団 糟 屋

花 三 会 （A）

花 三 会 （B）

花 三 会 （C）

季 美 の 会

藤 間 政 寿 恵 会

松 幸 会

寿 楽 会

瑳 地 若 会（ 昼 Ａ ）

瑳 地 若 会（ 昼 Ｂ ）

瑳 地 若 会（ 昼 Ｃ ）

瑳 地 若 会（ 夜 Ａ ）

瑳 地 若 会（花ヶ浦）

長 　 義 寛

稲 葉 禎 三

古 屋 雅 子

光 安 玲 子

古 家 篤 子

野 崎 幸 男

溝 部 勝 介

池 田 　 清

渡 辺 孝 子

本 郷 蓉 子

横 尾 善 広

長 谷 百合子

井 上 正 教

八 尋 須惠子

大 庭 悦 子

吉 原 大 恵

前 田 悦 子

黒 木 鹿 雄

原 田 ヨシ子

中 野 順 子

山 田 六 夫

平 戸 公 子

荒 木 モモ子

松 山 幸 子

清 原 サツキ

𠮷 田 ユリカ

鈴 木 勝 子

今 泉 順 子

中 村 啓 子

𠮷 田 ユリカ

部 門

教 室 名 練 習 場 所・日 時 講 　 師 代 表 者部 門

舞　　　踊

器　　　楽

声　　　楽

瑳地若会子供の部

瑳 地 若 会（甲仲原）

沙 弥 の 会

泉 流 　 柚須の会

泉 流 　 雅 の 会

泉 流 　 雀 の 会

英 流 峰 の 会

ダンスサークルファンタジア

飛天の舞　花架拳

ハワイアンフラ・プルメリア戸原

フラサークル　カ・マイレ柚須

フラサークル　カ・マイレ粕屋

粕 屋 秀 政 弓 会

長唄三味線 弥生会

和楽・三味線アカデミー

お 箏 　 さ く ら 会

粕屋ハーモニカサークル

謡 光 会

宝 生 会

内 橋 民 謡 教 室

粕屋カラオケ愛好会 花組

粕屋カラオケ愛好会 月組

粕 屋 う た う 会

菊 声 会 Ａ

菊 声 会 C

菊 声 会 D

菊 声 会 F

菊 声 会 Ｇ

菊 声 会 H

金 丸 歌 謡 教 室

玄 海 相 撲 甚 句 会

粕屋カラオケ夢会(A)

粕屋カラオケ夢会(B)

粕屋カラオケ夢会(C)

花 道 歌 謡 教 室

第1～4 （土）

第1～4 （水）

第1～4 （火）

随　　　時

第1～4 （火）

第1～3 （土）

第1・4 （木）

第1～4 （月）

第1～4 （金）

第1～4 （火）

第1～3 （金）

第1～3 （土）

第2 （水）

第1～3 （土）

第3 （火）

第1・3・4（金）

第1～4 （火）

第1～3 （木）

第2・3・4（金）

第2・4 （日）

第2・4 （日）

第1・3 （木）

第1・3 （火）

第2・4 （火）

第1・3 （火）

第1・3 （月）

第1・3 （木）

第2・4 （木）

第2・4 （金）

第2・4 （木）

第1・3 （日）

第1・3 （日）

第1・3 （日）

15：00～
16：00
14：30～
16：30
10：00～
12：00
19：00～
22：00

19：00～
22：00
13：00～
15：00
19：20～
21：00
10：00～
12：00
11：00～
13：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
15：00～
17：00
15：00～
17：00
13：00～
15：00
13：00～
15：00
10：00～
12：00
20：00～
22：00
18：00～
20：00
19：00～
21：00
14：00～
16：00
12：00～
15：00
12：00～
15：00
13：00～
16：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
13：00～
15：00
14：00～
16：00
20：00～
22：00
14：00～
16：00
11：00～
13：00
13：30～
15：30
10：00～
17：00
10：00～
17：00
10：00～
17：00
10：00～
19：00

サンレイク

パティオ福岡東

講師宅

講師宅

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

戸原区（公）

柚須文化センター

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

内橋一区（公）

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

長者原下区（公）

戸原区（公）

サンレイク

サンレイク

乙仲西区（公）

長者原中区（公）

長者原中区（公）

長者原中区（公）

（公）は公民館の略です。

深 山 喜公幸

中 村 啓 子

藤 間 沙 弥

泉 　 媛賀花

泉 　 媛賀花

泉 　 媛賀花

英 　 聖 依

寺 田 幹 男

渡 辺 光 代

中 山 和 代

長 　 信 子

原 田 香代子

原 田 香代子

村 瀬 真 弓

山 下 美知代

山 下 美知代

山 本 ひとみ

̶

安河内 政 光

城 口 忠 紀

安 川 福 寿

牟 田 直 美

美 月 志 保

美 月 志 保

打 越 華 澄

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

金 丸 和 代

玉 田 　 弘

鈴 木 国 夫

鈴 木 国 夫

鈴 木 国 夫

藤 　 良 登

八 尋 汕 子

今 泉 美奈子

矢 野 千鶴子

原 　 フミ子

慈 幸 も も

山 口 登貴枝

吉 松 五 美

鍬 崎 敏 廣

永 井 房 子

福 永 やすみ

長 　 廣 子

原 田 香代子

赤 星 幸 子

豊 福 寿美子

徳 永 陽 子

山 下 美知代

藤 木 絹 子

澤 田 豊 司

伴 　 重 隆

光 安 直 樹

城 森 義 男

中 尾 美保子

中 村 一 明

今 泉 　 進

案 浦 武 子

藤 谷 陞 三

岡 　 秀 子

松 尾 くに子

木 下 末 義

因 　 秀 乃

藤 　 由美子

山 田 定 雄

松 田 正 人

阿 部 晴 美

松 嵜 國 子

松 本 　 進

梶 川 純 子

F r i d a y  E n g l i s h
英 会 話 教 室

「 工 房 M 」陶 芸 ・
染織・プリフラワー  

ハーモニック・コスモス
ＫＡＳＵＹＡ

長者原中区（公）
日守集会所

第1～4
（月）～（土）

第1・2（土）
又は　 （火）

第2又は
第3      （日）

10:00～16:00
予約制

随　　　時

随　　　時

随　　　時

第1～4 （月）
第1～4 （火）

20：30～22：00
20：30～22：00

鈴 木 勝 代
土 屋 元 子

深 山 喜公幸
𠮷 田 ユリカ

深 山 喜公幸
𠮷 田 ユリカ

☎938-3720

☎938-8709

☎938-2681

☎936-3777

☎938-7554

☎939-1544

☎938-7272

☎938-2935

☎938-4075

☎938-5801

☎938-9252

☎938-1109

☎938-2237

☎938-4730

☎938-4422

☎938-4356

☎938-2392

☎938-1332

☎938-0535

☎938-4289

☎939-3832

☎938-4566

☎611-1405

☎939-2115

☎938-9883

☎938-6954

☎939-1202

☎938-8777

☎938-4619

☎938-6954

柚須文化センター
講師宅

原町コミュニティ
ホール

☎938-2682

☎938-3489

☎938-4648

☎611-9198

☎938-4486

☎622-5206

☎939-2286

☎938-4183

☎938-6904

☎938-8730

☎938-2675

☎938-3490

☎691-3491

☎938-5135

☎938-1263

☎947-0122

☎938-3121

☎938-8044

☎938-4101

☎938-2458

☎938-7344

☎939-1674

☎939-1985

☎938-6341

☎938-5148

☎938-3519

☎938-7368

☎938-3881

☎976-1386

☎938-4228

☎938-1522

☎621-7714

☎622-0970

☎934-2010

☎938-8399

☎938-4962

☎938-9220

第1～4（木）
又は   （土）

毎日　又は
（水・日）

柚須文化センター
講師宅

第1～4（木）
又は   （土）
第1～4（金）
子供(土)2回

随　　　時

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.234

趣味の友をつくり、人生に潤いをもたせる場

お問い合わせは、各代表者へ

粕屋町文化協会

新しい出会いが　　　　　　
　　　あなたを待っています
新しい出会いが　　　　　　
　　　あなたを待っています

茶・華　道

3 B 健 康 体 操
スマイルレディース

カラオケステージ
花道
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平成23年度　粕屋町文化協会 各教室講師・代表者一覧表
教 室 名 練習場所・日時 講 　 師 代 表 者

碁　　　道

工　　　芸

文　　　芸

美　　　術

舞　　　踊

伴 　 勝 宣

̶

光 安 玲 子

光 安 逸 子

野 崎 幸 男

松 尾 まさこ

池 田 　 清

牛 島 登 美

本 郷 蓉 子

Lester Brown

秦 　 　 生

八 尋 　 徳

八 尋 　 徳

木 村 辰 也

南 　 俊 一

福 間 雅 世

小 林 敏 夫

泉 　 花三照

泉 　 花三照

泉 　 花三照

平 戸 公 子

藤 間 政寿恵

松 山 幸 子

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

深 山 喜公幸

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

自　宅

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

講師宅

講師宅

講師宅

自　宅

若宮区(公）

福祉センター

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

花ヶ浦区(公）

第1・3 （日）

第2・4 （木）

第1・3 （金）

第2・4 （金）

第2・4 （土）

第3 （火）

第1・3 （水）

第1～4 （金）

第2・4 （木）

第1～4 （水）

第1～4 （水）

第2 （火）

第1・2・3（火）

第1 （火）

第4 （木）

随　　　時

随　　　時

随　　　時

第2～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （水）

第1～4 （水）

第1～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （火）

第1～4 （土）

13：00～
18：00
13：00～
17：00
13：00～
16：00
13：00～
16：00
13：00～
16：00
10：00～
13：00

10：00～
12：00
13：00～
16：00
13：30～
16：00
19：25～
20：55
19：00～
21：00
13：00～
15：00
19：00～
21：00
13：00～
17：00
10：00～
12：00
14：00～
17：00
19：00～
22：00

13：00～
14：00

12：00～
15：00
13：30～
15：30
10：00～
12：00
12：30～
15：00
10：00～
12：00
16：30～
18：30
10：00～
12：00

粕 屋 町 囲 碁 会

粕 屋 町 将 棋 会

妙 松 会

陶　芸　教　室　（Ａ）

陶　芸　教　室　（Ｂ）

表 装 教 室

郷 土 史 勉 強 会

粕 屋 俳 句 会

日本の古典を読む会

秦 風 墨 彩 画 教 室

粕 屋 書 道 会 （昼）

粕 屋 書 道 会 （夜）

粕 屋 町 俳 画 教 室

水 彩 画 教 室

粕屋ちぎり絵教室

写 団 糟 屋

花 三 会 （A）

花 三 会 （B）

花 三 会 （C）

季 美 の 会

藤 間 政 寿 恵 会

松 幸 会

寿 楽 会

瑳 地 若 会（ 昼 Ａ ）

瑳 地 若 会（ 昼 Ｂ ）

瑳 地 若 会（ 昼 Ｃ ）

瑳 地 若 会（ 夜 Ａ ）

瑳 地 若 会（花ヶ浦）

長 　 義 寛

稲 葉 禎 三

古 屋 雅 子

光 安 玲 子

古 家 篤 子

野 崎 幸 男

溝 部 勝 介

池 田 　 清

渡 辺 孝 子

本 郷 蓉 子

横 尾 善 広

長 谷 百合子

井 上 正 教

八 尋 須惠子

大 庭 悦 子

吉 原 大 恵

前 田 悦 子

黒 木 鹿 雄

原 田 ヨシ子

中 野 順 子

山 田 六 夫

平 戸 公 子

荒 木 モモ子

松 山 幸 子

清 原 サツキ

𠮷 田 ユリカ

鈴 木 勝 子

今 泉 順 子

中 村 啓 子

𠮷 田 ユリカ

部 門

教 室 名 練 習 場 所・日 時 講 　 師 代 表 者部 門

舞　　　踊

器　　　楽

声　　　楽

瑳地若会子供の部

瑳 地 若 会（甲仲原）

沙 弥 の 会

泉 流 　 柚須の会

泉 流 　 雅 の 会

泉 流 　 雀 の 会

英 流 峰 の 会

ダンスサークルファンタジア

飛天の舞　花架拳

ハワイアンフラ・プルメリア戸原

フラサークル　カ・マイレ柚須

フラサークル　カ・マイレ粕屋

粕 屋 秀 政 弓 会

長唄三味線 弥生会

和楽・三味線アカデミー

お 箏 　 さ く ら 会

粕屋ハーモニカサークル

謡 光 会

宝 生 会

内 橋 民 謡 教 室

粕屋カラオケ愛好会 花組

粕屋カラオケ愛好会 月組

粕 屋 う た う 会

菊 声 会 Ａ

菊 声 会 C

菊 声 会 D

菊 声 会 F

菊 声 会 Ｇ

菊 声 会 H

金 丸 歌 謡 教 室

玄 海 相 撲 甚 句 会

粕屋カラオケ夢会(A)

粕屋カラオケ夢会(B)

粕屋カラオケ夢会(C)

花 道 歌 謡 教 室

第1～4 （土）

第1～4 （水）

第1～4 （火）

随　　　時

第1～4 （火）

第1～3 （土）

第1・4 （木）

第1～4 （月）

第1～4 （金）

第1～4 （火）

第1～3 （金）

第1～3 （土）

第2 （水）

第1～3 （土）

第3 （火）

第1・3・4（金）

第1～4 （火）

第1～3 （木）

第2・3・4（金）

第2・4 （日）

第2・4 （日）

第1・3 （木）

第1・3 （火）

第2・4 （火）

第1・3 （火）

第1・3 （月）

第1・3 （木）

第2・4 （木）

第2・4 （金）

第2・4 （木）

第1・3 （日）

第1・3 （日）

第1・3 （日）

15：00～
16：00
14：30～
16：30
10：00～
12：00
19：00～
22：00

19：00～
22：00
13：00～
15：00
19：20～
21：00
10：00～
12：00
11：00～
13：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
15：00～
17：00
15：00～
17：00
13：00～
15：00
13：00～
15：00
10：00～
12：00
20：00～
22：00
18：00～
20：00
19：00～
21：00
14：00～
16：00
12：00～
15：00
12：00～
15：00
13：00～
16：00
20：00～
22：00
20：00～
22：00
13：00～
15：00
14：00～
16：00
20：00～
22：00
14：00～
16：00
11：00～
13：00
13：30～
15：30
10：00～
17：00
10：00～
17：00
10：00～
17：00
10：00～
19：00

サンレイク

パティオ福岡東

講師宅

講師宅

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

戸原区（公）

柚須文化センター

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

内橋一区（公）

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

サンレイク

長者原下区（公）

戸原区（公）

サンレイク

サンレイク

乙仲西区（公）

長者原中区（公）

長者原中区（公）

長者原中区（公）

（公）は公民館の略です。

深 山 喜公幸

中 村 啓 子

藤 間 沙 弥

泉 　 媛賀花

泉 　 媛賀花

泉 　 媛賀花

英 　 聖 依

寺 田 幹 男

渡 辺 光 代

中 山 和 代

長 　 信 子

原 田 香代子

原 田 香代子

村 瀬 真 弓

山 下 美知代

山 下 美知代

山 本 ひとみ

̶

安河内 政 光

城 口 忠 紀

安 川 福 寿

牟 田 直 美

美 月 志 保

美 月 志 保

打 越 華 澄

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

石 橋 菊 美

金 丸 和 代

玉 田 　 弘

鈴 木 国 夫

鈴 木 国 夫

鈴 木 国 夫

藤 　 良 登

八 尋 汕 子

今 泉 美奈子

矢 野 千鶴子

原 　 フミ子

慈 幸 も も

山 口 登貴枝

吉 松 五 美

鍬 崎 敏 廣

永 井 房 子

福 永 やすみ

長 　 廣 子

原 田 香代子

赤 星 幸 子

豊 福 寿美子

徳 永 陽 子

山 下 美知代

藤 木 絹 子

澤 田 豊 司

伴 　 重 隆

光 安 直 樹

城 森 義 男

中 尾 美保子

中 村 一 明

今 泉 　 進

案 浦 武 子

藤 谷 陞 三

岡 　 秀 子

松 尾 くに子

木 下 末 義

因 　 秀 乃

藤 　 由美子

山 田 定 雄

松 田 正 人

阿 部 晴 美

松 嵜 國 子

松 本 　 進

梶 川 純 子

F r i d a y  E n g l i s h
英 会 話 教 室

「 工 房 M 」陶 芸 ・
染織・プリフラワー  

ハーモニック・コスモス
ＫＡＳＵＹＡ

長者原中区（公）
日守集会所

第1～4
（月）～（土）

第1・2（土）
又は　 （火）

第2又は
第3      （日）

10:00～16:00
予約制

随　　　時

随　　　時

随　　　時

第1～4 （月）
第1～4 （火）

20：30～22：00
20：30～22：00

鈴 木 勝 代
土 屋 元 子

深 山 喜公幸
𠮷 田 ユリカ

深 山 喜公幸
𠮷 田 ユリカ

☎938-3720

☎938-8709

☎938-2681

☎936-3777

☎938-7554

☎939-1544

☎938-7272

☎938-2935

☎938-4075

☎938-5801

☎938-9252

☎938-1109

☎938-2237

☎938-4730

☎938-4422

☎938-4356

☎938-2392

☎938-1332

☎938-0535

☎938-4289

☎939-3832

☎938-4566

☎611-1405

☎939-2115

☎938-9883

☎938-6954

☎939-1202

☎938-8777

☎938-4619

☎938-6954

柚須文化センター
講師宅

原町コミュニティ
ホール

☎938-2682

☎938-3489

☎938-4648

☎611-9198

☎938-4486

☎622-5206

☎939-2286

☎938-4183

☎938-6904

☎938-8730

☎938-2675

☎938-3490

☎691-3491

☎938-5135

☎938-1263

☎947-0122

☎938-3121

☎938-8044

☎938-4101

☎938-2458

☎938-7344

☎939-1674

☎939-1985

☎938-6341

☎938-5148

☎938-3519

☎938-7368

☎938-3881

☎976-1386

☎938-4228

☎938-1522

☎621-7714

☎622-0970

☎934-2010

☎938-8399

☎938-4962

☎938-9220

第1～4（木）
又は   （土）

毎日　又は
（水・日）

柚須文化センター
講師宅

第1～4（木）
又は   （土）
第1～4（金）
子供(土)2回

随　　　時

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.234

趣味の友をつくり、人生に潤いをもたせる場

お問い合わせは、各代表者へ

粕屋町文化協会

新しい出会いが　　　　　　
　　　あなたを待っています
新しい出会いが　　　　　　
　　　あなたを待っています

茶・華　道

3 B 健 康 体 操
スマイルレディース

カラオケステージ
花道
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今
回
は
、
禁
煙（
喫
煙
休
暇
宣
言
）

を
さ
れ
た
方
の
体
験
談
で
す
。
こ
ん

な
き
っ
か
け
で
タ
バ
コ
を
休
憩
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

　
　

喫
煙
休
憩
宣
言

　
　
　
「
夢
で
吸
い
ま
し
ょ
う
」

　

あ
る
日
、
強
烈
な
頭
痛
に
襲
わ
れ

翌
朝
、
病
院
に
て
髄
膜
炎
と
の
診
断

に
よ
り
、
10
日
間
の
入
院
生
活
が
始

ま
っ
た
。

　

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
25
年
間
、
唯

一
毎
日
欠
か
さ
ず
続
け
て
き
た
喫
煙

と
の
別
れ
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

入
院
初
日
。
ズ
キ
ズ
キ
頭
痛
は
一

向
に
治
ま
ら
ず
、
鎮
痛
剤
も
座
薬
も

効
か
な
い
状
態
で
喫
煙
の
こ
と
は
す

っ
か
り
忘
れ
、
た
だ
ひ
た
す
ら
痛
み

に
耐
え
る
1
日
だ
っ
た
。

　

2
日
目
も
頭
痛
は
治
ま
ら
ず
鎮
痛

剤
が
切
れ
る
と
痛
み
が
増
し
、
痛
み

が
治
ま
れ
ば
ひ
た
す
ら
熟
睡
し
喫
煙

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
5
日
目
。
夕
方
の
妻
か
ら

の
差
入
れ
弁
当
を
掻
き
込
み
、
い
つ

〜
禁
煙
チ
ー
ム
〜

も
な
ら
チ
ョ
ッ
ト
一
服
の
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
が
、
欲
し
く
な
い
。
い
や
、
吸

う
と
頭
痛
が
再
発
し
そ
う
で
止
め
て

お
く
。

　

6
日
目
。
久
し
ぶ
り
の
入
浴
で
さ

っ
ぱ
り
し
た
が
、
病
室
の
匂
い
が
気

に
な
る
。
い
や
自
分
の
嗅
覚
が
回
復

し
た
の
だ
と
気
づ
く
。

　

7
日
目
。
気
が
つ
く
と
一
週
間
も

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
な
い
。
吸
わ
な

く
て
も
平
気
で
い
ら
れ
た
こ
と
に
安

堵
し
、
も
し
か
し
た
ら
禁
煙
で
き
る

か
も
。
い
や
、
家
族
の
た
め
、
家
の

壁
が
黄
ば
ま
な
い
た
め
、
お
小
遣
い

の
節
約
の
た
め
、
タ
バ
コ
を
買
わ
な

く
て
済
む
の
な
ら
と
、
あ
え
て「
禁

煙
宣
言
」
で
は
な
く
、「
喫
煙
休
憩
期

間
」
の
ス
タ
ー
ト
を
宣
言
。
も
ち
ろ

ん
、
休
憩
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
い

つ
で
も
再
開
で
き
る
よ
う
に
タ
バ
コ

は
手
放
さ
ず
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
無

事
退
院
の
日
を
む
か
え
た
。

　

退
院
以
降
、
職
場
に
復
帰
。
い
つ

で
も
喫
煙
休
憩
を
解
除
で
き
る
と
い

う
逃
げ
道
を
作
っ
て
い
た
せ
い
か
、

何
と
な
く
吸
っ
て
い
た
時
間
帯
に
も

「
も
う
チ
ョ
ッ
ト
止
め
と
こ
」
み
た
い

な
感
覚
で
喫
煙
休
憩
時
間
を
更
新
し

続
け
、
特
に
禁
断
症
状
は
出
ず
、
数

日
経
過
。

　

あ
る
日
、
両
手
に
タ
バ
コ
を
つ
ま

み
2
本
同
時
に
口
に
く
わ
え
、
精
一

杯
胸
の
奥
ま
で
煙
を
吸
い
込
み
大
空

に
向
か
っ
て
モ
ク
モ
ク
と
吐
き
出
し
、

気
分
は
最
高
！
と
思
っ
た
瞬
間
、「
あ

〜
あ　

吸
っ
て
し
ま
っ
た
！
」
と
ガ

ッ
カ
リ
し
て
い
る
自
分
の
夢
を
見
て

ハ
ッ
と
飛
び
起
き
る
。
こ
ん
な
夢
を

度
々
見
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の

度
に「
あ
ー
、
夢
で
よ
か
っ
た
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
人
知
れ
ず「
喫
煙

の
無
期
限
休
憩
」
を
宣
言
。
ま
だ
禁

煙
宣
言
で
は
無
い
。

　

今
で
も
時

「々
何
本
も
口
に
く
わ

え
矢
継
ぎ
早
に
吸
い
ま
く
っ
た
後
に
、

夢
で
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
願
い
な
が

ら
目
覚
め
る
こ
と
が
あ
る
が
、
普
段

の
生
活
で
は
全
く
吸
わ
な
く
て
も
よ

い
体
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、

仲
間
と
飲
み
に
行
っ
て
も
こ
と
さ
ら
、

タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
と
思
わ
な
く
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
ま
だ「
無
期

限
休
憩
中
」
と
思
っ
て
い
る
。

　

期
せ
ず
し
て
、
25
年
間
苦
楽
を
共

に
し
た
友
人
と
別
れ
さ
せ
ら
れ
た
。

い
や
、
決
別
が
叶
っ
た
と
い
う
お
話

で
し
た
。

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
厳
守
さ

　

れ
ま
す
。

◇
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
８
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　

０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　

川
口
學
ま
で

【お詫びと訂正】

　6月に全戸配布いたしました『Ｈ23年度婦人がん検診のご案内』に誤りが

ありました。お詫びして訂正いたします。　　　　　　　　粕屋町健康づくり課

○無料クーポン券対象年齢

誤＝子宮頸がん：20歳、25歳、30歳、35歳、40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

正＝子宮頸がん：20歳、25歳、30歳、35歳、40歳

　　　　乳がん：40歳、45歳、50歳、55歳、60歳（平成23年4月1日時点の年齢）
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.88

夏
の
祭
典

第
10
回
粕
屋
町
商
工

花
火
大
会
の
お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す「
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日（
土
）

　

午
後
５
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
開
始

　

午
後
８
時
〜　

打
ち
上
げ
開
始

●
荒
天
の
場
合　

中
止

●
場
所　

駕
与
丁
公
園

●
主
催　

粕
屋
町
商
工
会

●
交
通
規
制
な
ど

　

当
日
は
公
園
内
の
立
ち
入
り
禁

止
や
駐
停
車
・
進
入
禁
止
の
交
通

規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
協
賛
金

　

大
会
を
盛
大
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

な
お
、
協
賛
金
の
一
部
を
東
日

本
大
震
災
義
援
金
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト

　

吹
奏
楽
と
和
太
鼓
の
演
奏
、

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
踊
り

　

の
演
舞
な
ど

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
20
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

プ
レ
ミ
ア
ム
付
粕
屋
町

商
品
券
販
売
開
始

　

粕
屋
町
商
工
会
で
は
商
工
業
者

の
発
展
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に

プ
レ
ミ
ア
ム
率
10
％
の
粕
屋
町
商

品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
粕
屋
町
内
建
設
関
連
登

録
業
者
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
10

％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
も
併
せ

て
販
売
し
ま
す
。

●
販
売
期
間

　

７
月
１
日（
金
）
〜
完
売
ま
で

●
販
売
場
所　

　

▽
粕
屋
町
商
工
会

　

▽
粕
屋
町
役
場

　

▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
ル
ク
ル

　

▽
イ
オ
ン
福
岡
東

●
商
品
券

①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

１
万
円
で
１
万
１
千
円
分
の
商

品
券
が
購
入
で
き
ま
す

②
建
設
関
連
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

10
万
円
で
11
万
円
分
の
商
品
券

が
購
入
で
き
ま
す（
販
売
は
商

工
会
の
み
）

●
購
入
限
度
額

①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

１
回
に
つ
き
、
お
一
人
様
３
万

円
ま
で

②
建
設
関
連
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　

１
世
帯
に
つ
き
、
30
万
円
ま
で

（
販
売
期
間
は
未
定
）

●
使
用
期
限

　

本
年
12
月
31
日（
土
）
ま
で

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

配
布
予
定
の
詳
細
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※

な
お
、「
粕
屋
町
商
品
券
」
取
扱

加
盟
店
も
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

　

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
度
は
製

造
業
、
建
設
業
を
対
象
に
新
た
な

変
革
の
方
向
性
を
見
出
し
、
経
営

革
新
に
つ
い
て
メ
リ
ッ
ト
や
取
り

組
む
意
義
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、「
新
た
な
事
業
を
起
し

た
い
」「
こ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活

か
し
た
い
」
と
お
考
え
の
方
に
は

専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

●
期
日　

７
月
７
日（
木
）

　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

　

●
会
場　

粕
屋
町
商
工
会
２
階

　

●
参
加
費　

無
料

■
個
別
経
営
診
断

専
門
家
が
個
別
に
経
営
診
断
か

ら
改
善
提
案
な
ど
を
行
い
、
よ

り
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

●
診
断
負
担
金  

５
，
０
０
０
円

―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

製
造
業
・
建
設
業
向
け

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
開
催
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春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

５
月
４
日（
水
）、
コ
ス
モ
ス
会
館

に
て
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
、「
飲
酒
運
転
撲

滅
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
い
く

つ
か
の
支
部
の
公
民
館
に
貼
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く

の
方
の
目
に
と
ま
り
、
飲
酒
運
転
の

撲
滅
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
願
い
を

込
め
て
、
団
員
全
員
で
協
力
し
て
作

り
ま
し
た
。

町
研
修

　

５
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）、
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
ほ
く
さ
ん
」
に
て
町

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
四
回
の
事
前

研
修
を
経
て
、
新
入
団
員
も
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
新
入
団
員
と
の
交
流

も
か
ね
て
、
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
汗
を
流
し
、
楽
し
く
活
動

で
き
ま
し
た
。
夜
は
、
チ
ー
ム
ご
と

に
団
員
紹
介
や
事
前
研
修
で
決
め
た

チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
テ
ス
ト
な

ど
も
行
い
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
加
え
新
た
な
粕
屋
町

青
年
団
と
し
て
、
今
後
も
よ
り
良
い

団
体
と
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　テーマは少々大袈裟ですが、町内を散策し地域に
まつわる伝説や歴史を知り、子どもたちに尋ねられ
たときに答えられる大人でいたいと願っています。
　第１回　５月８日（日）、粕屋町歴史資料館・文化
財専門職員の西垣彰博氏を講師に迎え、内橋一区の
熊野神社～乙仲原日守地区の学習会をいたしました。

5月13日（金）
一人暮らし高齢者お弁当づくり

　　　　172食・楽しく　心を合わせて

ミニ料理教室

　一人暮らし高齢者お弁当づくり終了後に、お漬
物や佃煮、野菜の切りくずで作るお惣菜など会員
同士で教えあっています。今回は山田しかえさん
に旬の野菜で作る料理を教えていただきました。

5月16日（月）
あいさつ運動　町内６・小中学校

　　　　一日の始めは元気なあいさつから。

熊野神社境内にて熊野神社御由緒を聞く

日守神社の境内で日守の地名の由来を聞く

残りごはんで香ばしいごはんせんべい

7月の活動予定
７月10日（日）　廃油石鹸配布活動

７月15日（金）　あいさつ運動

手づくり教室へのお誘い手づくり教室へのお誘い
　牛乳パックで可愛い「ミニ椅子」を作りませんか!?
見本をサンレイクかすやロビーに展示しています。
一緒に楽しく作りましょう。

「郷土の歴史を知り、次世代に語り継ごう」を
テーマに年３回の屋外研修会を計画しています。
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No.84

『平成23年度 第1回子ども会リーダー・子ども会指導者研修会』を行いました。『平成23年度 第1回子ども会リーダー・子ども会指導者研修会』を行いました。

　５月８日（日）、県立社会教育総合センター（篠
栗町）において、町内の１７区から小学生（高学
年）７５名、各分館の育成会長・子ども会指導
者３４名、社会教育委員３名の参加があり、ジ
ュニア・シニアリーダークラブ『ＷＡＫＡＢＡ』
１８名（中学生１２名、高校生・社会人６名）、
子育連役員１０名の協力で研修会を実施しまし
た。
　この研修会は、主に「自立できていない子ど
も会」と「親ども会になっている育成会」が少し
ずつ変われるように、意識と活動を学べる内容
で毎年実施しています。

　今年も、『ＷＡＫＡＢＡ』が、子ども会ででき
るレクリェーション実技と、次回の本研修に向
けて個人と班の目標を決める手順や考え方を教
えました。子どもたちが意見を言えたり、まと
めたり、書いたりできるように進めました。粕
屋町に『ＷＡＫＡＢＡ』という中学生以上の組織
が育まれています。子ども会リーダーの育成や
町民運動会・文化祭などの
町の行事、依頼があった区
の子ども会のクリスマス会
などのお手伝いを献身的に
しています。
　子ども会指導者は、その
『ＷＡＫＡＢＡ』の 活 動 と
「育成会と子ども会の役割」
を映像と解説で学び、その
後、二つの区の育成会から
事例発表を行ってもらいま
した。
　内橋三区の杉野さんから

「子どもたちが年間行事を決めるので、毎年活
動内容が変わります。費用や日程や安全などは
大人がサポートしますが、費用が足りない時は
子どもたちが自ら廃品回収をして資金を作って
います。」等々。花ケ浦区の佐道さんからは「子
ども会には、子どもの会長・副会長・書記がい
ます。子ども会議を開いて、みんなで決めて活
動しています。また、子ども会指導者に、お子
さんが卒業された後もお父さんが１０名程残ら
れて支援いただいています。」等々。参加された
方々は、区の状況とかなり違っていることに気
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す。
　今回参加した、大隈、上大隈、戸原、長戸、若宮、
原町、長者原上、長者原中、長者原下、酒殿、
駕与丁、花ケ浦、乙仲原東、内橋一、内橋二、
サンライフ、阿恵区の育成会の皆さん、お疲れ
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
学
習
し
て
い
る
内
容
〜

　

現
在
生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
る

人
は
52
％
で
、
こ
の
10
年
間
で
24

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
平
成
20
年
度
の
内
閣
府

に
よ
る
全
国
調
査
と
比
較
す
る
と
、

粕
屋
町
は
５
ポ
イ
ン
ト
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

行
わ
れ
て
い
る
学
習
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
15
％
、

趣
味
が
13
％
、
鑑
賞
が
12
％
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
10
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
よ
り
学
習
の
要
素
が

強
い
と
考
え
ら
れ
る
分
野
で
あ
る

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
技
術
は
６
％
、

生
活
技
術
は
６
％
、創
作
は
５
％
、

教
養
が
４
％
、教
育
が
４
％
、ま
ち

づ
く
り
知
識
は
３
％
な
ど
で
あ
り
、

一
段
低
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

割
合
は
１
桁
で
す
が
、
町
人
口
に

当
て
は
め
る
と
実
人
数
と
し
て
は

少
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

〜
学
習
し
た
い
内
容
〜

　

こ
れ
ま
で
生
涯
学
習
を
し
て
い

て
今
後
も
し
て
み
た
い
と
思
う
割

合
は
47
％
で
、
引
き
続
い
て
行
う

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
ま
で

し
て
こ
な
か
っ
た
が
今
後
は
し
て

み
た
い
と
思
う
割
合
は
27
％
で
、

学
習
へ
の
関
心
が
失
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
今
後
も
し
て
み
た
い
と
思
う

人
は
75
％
で
、
全
国
調
査
に
比
べ

る
と
粕
屋
町
は
４
ポ
イ
ン
ト
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
し
て
み
た
い
学
習
の
内
容

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
内
容
で
多

か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
鑑
賞
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
割
合
が
18

％
以
上
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

料
理
や
日
曜
大
工
な
ど
の
生
活
技

術
、
絵
画
や
音
楽
・
俳
句
な
ど
の

創
作
、
パ
ソ
コ
ン
や
語
学
な
ど
の

職
業
上
技
術
の
割
合
が
い
ず
れ
も

17
％
で
あ
り
、
相
対
的
に
見
て
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
学
習

内
容
と
し
て
の
希
望
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
学
習
需
要
に
応

え
る
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。【

社
会
教
育
委
員
の
会
】

平
成
23
年
度

　
　

自
衛
官
採
用
案
内

■
募
集
種
目　

航
空
学
生

▽
応
募
資
格　

高
卒（
見
込
み
）21
歳

未
満
の
者

▽
試
験
日　

１
次　

９
月
23
日（
金
）

■
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
生

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
者

▽
試
験
日　

１
次　

９
月
17
日（
土
）

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

▽
試
験
日　

筆
記
試
験　

９
月
17
日

（
土
）

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生（
女
子
）

▽
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
女
子

▽
試
験
日　

９
月
25
日（
日
）
〜
28
日

（
水
）

 ※

い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
し
ま
す
。

―

＊―

＊―

＊―
＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

＊―

●
応
募
期
間　

い
ず
れ
も
８
月
１
日

（
月
）
〜
９
月
９
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
地
方
協
力
本
部　

福
岡
募
集

　

案
内
所　

☎（
６
０
７
）
４
８
２
６

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度　

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
養
成
研
修
の
受
講
生
募
集
【
土
曜
コ
ー
ス
】

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
し
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
従

事
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

養
成
研
修
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
実
習
な
ど
は
平
日
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
日
程

▽
講
義　

８
月
20
日
〜
12
月
24
日

の
毎
週
土
曜
日

▽
実
技　

右
記
期
間
内
の
５
日
間

の
毎
週
土
曜
日

▽
実
習　

12
月
26
日
〜
翌
年
２
月

24
日
の
間
の
平
日
４
日
間

▽
修
了
式　

平
成
24
年
２
月
25
日

※
講
義
・
実
技
時
間
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
の
予
定
、
日
程
・

時
間
は
若
干
の
変
更
の
場
合
あ

り（
実
習
に
つ
い
て
は
別
途
定

め
る
）

●
会
場

▽
講
義
・
実
技　

福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
前
２
ー
20
ー
15　

第
七

岡
部
ビ
ル　

貸
会
議
室
ほ
か

▽
実
習　

粕
屋
町
及
び
近
郊
市
町

村
内
の
施
設
を
利
用

●
対
象　

粕
屋
町
在
住
の
方　
　

●
募
集
人
員　

８
名（
多
数
の
場
合
、

介
護
支
援
課
に
て
抽
選
し
結
果
を

郵
送
に
て
通
知
）

●
費
用

・
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

　
　
　
　
　
　

２
０
、
０
０
０
円

・
施
設
実
習
等
に
お
け
る
健
康
診

断
書
の
提
出
及
び
予
防
接
種
等

に
係
る
経
費（
１
０
、
０
０
０

円
程
度
、
事
前
受
診
不
可
）

●
申
込
期
間　

７
月
８
日（
金
）〜
７

月
25
日（
月
）

●
主
催　
（
財
）
福
岡
県
市
町
村
振
興

協
会　

☎（
６
５
１
）
１
１
２
１

●
委
託
先　

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス　

（
株
）　

☎（
４
３
２
）
６
２
６
６

●
申
込
書
設
置
・
問
い
合
わ
せ

　

印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
る
と
、
す

ぐ
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

粕
屋
町
介
護
福
祉
課
高
齢
者
支
援

係　

☎（
９
３
８
）
０
２
２
９
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21

◇YOSAKOIかすや祭りへの参加チームの申込締切日が７月２９日（金）までとなっています。
　参加を希望されるチームは、事務局（粕屋町協働のまちづくり課内）まで申込書を提出してください。
（開催概要･実施要綱及び参加申込書は事務局にて配布中です。）
◇今年も、商工花火大会によさこいチームが参加します！ 
　　○開催日：平成２３年７月２３日（土）
　　○会場：駕与丁公園　交流広場（予定）
　　○演舞時間：19:10 ～ 20:00（予定）　 参加チームについては未定です。
【イベント中止のお知らせ】
　７月１０日（日）に開催を予定しておりました献血活動は、都合により中止になりました。
※このコーナーについての連絡･問い合わせは、
　YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局（粕屋町協働のまちづくり課内）まで　☎938-0173まで

第 11 回　YOSAKOI かすや祭り
第 11 回　YOSAKOI かすや祭り

「がんばろう!! 日本　〜福岡・粕屋から元気を〜」をテーマに

　　平成23年10月8日（土）

　　　　　 　  10月9日（日）に開催します！！

7月24日までにアナログテレビ放送は終了し、デジタル放送に完全移行します。
「そろそろ地デジにしなければ…」「買い換えるだけで大丈夫？ 設置操作も不安…」
「デジタルに買い換えてから映らなくなった」など、
地デジの準備やお困りごとに関して、臨時の相談窓口を開設します。
ぜひ、お気軽にご参加ください。
※事前申し込みは必要ありませんので、当日会場に直接お越しください。

●期間・場所

①粕屋町役場 ロビー (平日）
　7月11日(月) ～ 7月15日(金)　午前10時～午後３時　
②サンレイクかすや ロビー (土曜日のみ)
　7月16日(土)　午前10時～午後３時

臨時
相談会
(無料)

●問い合わせ　総務省　福岡県テレビ受信者支援センター（デジサポ福岡）

　　　　 ☎092-303-0101
　　　　　 　  （平日：午前9時～午後9時、土日祝：午前9時～午後6時）

【地デジ対応テレビでない場合、次のように表示されます】
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７月の行事予定
5日(火)

6日(水)

20日(水)

29日(金)

老人クラブ新任会長研修会
　　　午前10時　春日クローバープラザ
７月定例会
　　　午前10時　福祉センター
第１回高齢者学級　講師　森 紘 先生
　　　午前10時　福祉センター
高齢者相互支援リーダー研修会
　　　午前10時　春日クローバープラザ

５ 

月 

の 

行 

事

■
新
旧
会
長
・
女
性
部
長
歓
送
迎

　

会

　

５
月
２
日（
月
）

　

午
前
10
時
に
健
康
セ
ン
タ
ー
を

出
発
。
糸
島
市
芥
屋
で
退
任
会

長
・
女
性
部
長
の
慰
労
と
、
新
任

会
長
・
女
性
部
長
の
歓
迎
を
兼
ね

て
、
篠
﨑
町
長
、
西
村
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
ご
出
席
の
も
と
、
会

員
55
名
の
参
加
で
全
員
和
気
あ
い

あ
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で
歓
送
迎

会
を
終
え
ま
し
た
。

■
５
月
定
例
理
事
会

　

５
月
10
日（
火
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

５
月
13
日（
金
）
実
施
予
定
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
要

領
説
明
、
東
日
本
大
震
災
に
対
す

る
救
援
拠
出
金
の
取
組
み
、
全
国

三
大
運
動
並
び
に「
老
人
の
日
、

老
人
週
間
」
の
取
り
組
み
推
進
、

５
月
〜
７
月
の
行
事
予
定
に
つ
い

て
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

■
粕
屋
町
老
ク
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　

ル
フ
大
会

　

５
月
13
日（
金
）
午
前
８
時
30
分

　

粕
屋
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

前
日
ま
で
の
雨
天
と
は
変
わ
り

５
月
の
陽
光
の
な
か
、
篠
﨑
町
長
、

進
藤
町
議
会
議
長
、
西
村
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
ほ
か
３
名
の
ご
来

賓
を
迎
え
て
、
中
央
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
15
チ
ー
ム
に
よ
り
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。

・ 

団
体
優
勝　

内
橋
三

・ 

２
位　

長
者
原
中

・ 

３
位　

原
町

　

３
チ
ー
ム
は
６
月
１
日（
水
）
に

須
恵
町
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
、

糟
屋
郡
大
会
に
出
場
し
て
お
り
ま

す
。

■
緑
の
里　

視
察
研
修

　

５
月
16
日（
月
）
午
前
11
時

　

女
性
部
長
20
名
ほ
か
で
社
会
福

祉
法
人
三
活
会
・
緑
の
里
を
訪
問
、

施
設
の
見
学
と
入
所
者
と
の
交
流

を
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
方
々
が
様
々
な
表
情
で

生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
そ
の
中
で
充
実
し

た
設
備
の
も
と
に
、
家
族
的
で
心

の
こ
も
っ
た
介
護
を
さ
れ
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
も
残
り

少
な
い
人
生
を
何
時
ま
で
も
、
元

気
で
自
立
し
た
楽
し
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
回

の
見
学
で
体
験
し
た
こ
と
を
、
今

後
の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
長
チ
エ
子
）

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

に
つ
い
て
の
お
願
い

　

走
行
中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、「
車
内
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
が

停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら

席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　

バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
お
り

ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
満
席

の
た
め
、
お
立
ち
に
な
っ
て
ご
利
用

い
た
だ
く
場
合
に
は
、
つ
り
革
や
握

り
棒
に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
高
速
バ
ス

や
貸
切
バ
ス
の
後
部
座
席
に
お
け
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ

れ
、
バ
ス
の
お
客
様
に
つ
き
ま
し
て

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
義
務
の
対

象
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
の
安
全
の
た
め
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
必
ず
ご
着
用
願
い
ま
す
。

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

九
州
運
輸
局
福
岡
運
輸
支
局

　
　

社
団
法
人
福
岡
県
バ
ス
協
会

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
）
の
取

組
み
の
一
環
と
し
て
、
環
境
に
配
慮

し
た
電
話
帳
配
達
・
回
収
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
不
要
と
な
り

ま
し
た
古
い
電
話
帳
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
変
お
手
数
を
お
掛
け
い
た
し

ま
す
が
、
お
客
様
に
て
資
源
回
収
な

ど
へ
お
出
し
頂
き
処
分
す
る
か
、
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー（[

無
料]

０
１
２
０
ー
５
０
６
ー
３
０
９　

受

付
時
間
＝
月
〜
金　

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
、
定
休
日
＝
土
・
日
・
祝
日
、

年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
））

ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
、
無
料
で
回

収
に
伺
い
ま
す
。
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４
月
25
日（
月
）、
粕
屋
町
手
話

の
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
初
め
て「
ろ
う
協
」
の
会
長

挨
拶
の
通
訳
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
時
間
が
迫
る
に
つ
れ
て

心
臓
は
バ
ク
バ
ク
…
。

　

ち
ゃ
ん
と
通
訳
で
き
る
の
か
心

配
で
顔
が
引
き
つ
っ
て
い
る
私
に
、

他
の
ろ
う
あ
者
か
ら「
自
信
を
も

っ
て
！
大
丈
夫
！
」
と
応
援
し
て

い
た
だ
き
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。

「
よ
し
、
や
る
ぞ
！
」
で
も
実
際

は
と
て
も
通
訳
と
言
え
る
も
の
で

は
な
く
、
横
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
た
だ
い
て
や
っ
と
の
状
況
で
し

た
。
手
話
の
単
語
だ
け
だ
と
理
解

No.127

「
総
会
で
の
初
体
験
！
」
で
き
る
も
の
で
も
、
文
章
に
な
る

と
ど
う
い
う
言
葉
で
通
訳
す
れ
ば

良
い
の
か
瞬
時
に
判
断
し
、
聞
い

て
い
る
人
に
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
難
し
さ
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し

た
。
今
ま
で
と
違
っ
た
貴
重
な
体

験
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
小
さ

な
小
さ
な
積
み
重
ね
が
き
っ
と
大

き
な
力
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

粕
屋
町
手
話
の
会　

出
井
直
美

　

５
月
12
日（
木
）、
西
保
育
所
の

お
誕
生
日
会
の
読
み
聞
か
せ
に
参

加
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
で
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
の
元

気
な
声
が
聞
こ
え
、
私
た
ち
も
頑

張
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く

れ
そ
う
な
出
し
物
を
用
意
し
て
行

き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
の
前
で
演
じ
る
こ
と

「
西
保
育
所
で
の
読
み

聞
か
せ
」
に
参
加
し
て

に
な
り
、
緊
張
の
連
続
で
す
。
大

型
絵
本
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・

手
遊
び
・
パ
ネ
ル
で
の「
鯉
の
ぼ

り
」「
か
に
さ
ん
」・
手
袋
人
形
で

の「
お
花
が
わ
ら
っ
た
」な
ど
、
一

緒
に
歌
を
歌
っ
た
り
手
遊
び
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
帰
り
際
に「
た

の
し
か
っ
た
よ
」「
ま
た
き
て
ね
」

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
も
ら

い
私
た
ち
の
方
が
こ
れ
か
ら「
も

っ
と
頑
張
る
ぞ
！
」
と
元
気
を
も

ら
っ
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ざ
ぐ
る
ま

　

平
成
７
年
に
粕
屋
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た「
友

愛
訪
問
の
会
」
で
、
町
在
住
の
独

居
高
齢
者
・
身
障
者
世
帯
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方

を
対
象
に
安
否
確
認
の
訪
問
や
話

し
相
手
を
し
て
寂
し
さ
や
不
安
感

を
少
し
で
も
軽
く
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
個
人
情
報
保
護
の
た

め
、
独
居
の
実
情
な
ど
が
掴
め
ま

せ
ん
。
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
委

員
の
方
々
と
連
携
を
計
り
な
が
ら
、

良
い
人
間
関
係
の
根
づ
い
た
町
に

な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

友
愛
訪
問
の
会

「
友
愛
訪
問
の
会
」っ
て

ど
ん
な
会
で
し
ょ
う

日ごろから、節電・節水を心がけましょう！

ストップ飲酒運転！～飲酒運転撲滅～
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た
ん
か   
と　
　
　
　
　
　
　

 

あ
ら
し

て
く
ぼ

　
　
　

  

か
す

え
ん
ま

〔
俳
句
〕

胸
の
す
く
啖
呵
飛
ぶ
よ
な
花
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

小
さ
き
も
毛
深
き
た
か
ん
な
孟
宗
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

尾
根
道
に
ほ
っ
と
一
息
黄
水
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

産
土
の
神
鈴
響
く
樟
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

戦
乱
を
生
き
し
女
性
や
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

八
重
桜
隠
元
開
創
萬
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

若
葉
風
十
指
が
遊
ぶ
ベ
ビ
ー
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

花
筏
シ
ャ
ボ
ン
の
匂
ふ
少
女
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

著
莪
の
花
雨
の
参
道
覆
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

蝌
蚪
の
ひ
も
畝
高
々
と
起
こ
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

渓
谷
の
空
を
泳
ぎ
し
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

大
空
に
も
ん
ど
り
泳
ぐ
真
鯉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

分
身
の
杖
に
も
感
謝
汗
を
拭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

病
み
あ
が
り
つ
つ
じ
の
庭
の
風
呂
や

さ
し　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

ふ
る
里
の
山
に
掌
合
わ
す
老
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

ま
だ
命
あ
る
色
を
し
て
落
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

一
服
の
新
茶
に
思
う
夫
の
笑
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

古
池
の
水
に
輪
を
か
く
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

何
事
も
な
す
が
ま
ま
に
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

菜
の
花
や
同
窓
会
の
能
古
の
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

鈴
蘭
の
香
り
ほ
の
か
に
父
供
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子

五
十
路
行
く
句
作
に
遊
ぶ
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

野
の
苺
手
窪
い
っ
ぱ
い
陽
の
に
ほ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

師
の
庵
山
里
の
春
ひ
と
り
占
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

春
爛
漫
息
子
一
家
の
服
踊
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部　

絹
代

吊
橋
の
遠
景
す
で
に
新
樹
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

か
わ
せ
み
が
掠
め
し
水
に
鯉
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
松　

久
英

〔
川
柳
〕

空
と
海
色
染
め
合
っ
て
恙
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

被
災
地
へ
せ
め
て
と
祈
る
晴
マ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

空
蝉
の
託
せ
る
数
や
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

瑞
竹

あ
の
頃
の
遊
び
花
咲
く
ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

窓
際
は
な
る
ほ
ど
横
目
浴
び
る
場
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

あ
あ
そ
う
か
や
っ
ぱ
り
金
が
動
い
た

か　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

「
女
」
か
ら
時
代
を
描
く
「
江
」
愉

し　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
さ
く
ら

打
つ
走
る
ド
ー
ム
の
的
に
な
っ
て
い

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

お
こ
ら
せ
て
お
け
ば
た
わ
い
の
な
い

男　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

寄
り
合
い
で
的
射
た
意
見
煙
た
が
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

予
備
校
の
的
得
た
授
業
効
果
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子

揺
れ
動
く
心
を
責
め
る
五
月
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

的
を
得
た
話
う
っ
か
り
の
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

的
外
れ
お
面
の
土
産
孫
泣
か
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
久
島
か
よ
子

表
向
き
バ
ラ
ン
ス
と
れ
て
い
る
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

迷
い
身
の
邪
気
払
い
ゆ
く
鬼
は
外　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

報
道
に
踊
ら
ぬ
知
識
身
に
付
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ま
ど
か

断
捨
離
を
教
え
て
く
れ
た
捨
て
る
コ

ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

陽
が
沈
む
優
し
い
便
り
未
だ
着
か
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

〔
短
歌
〕

ひ
ま
わ
り
の
黄
色
い
花
が
咲
い
て
い

る
夏
の
到
来
暑
さ
見
に
沁
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

八
十
路
来
て
弥
陀
や
閻
魔
の
声
す
れ

ど
耳
を
塞
い
で
黙
っ
て
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

（広告）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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」
動
運
る
す
く
る
明
を
会
社
「」
発
啓
題
問

』
も
ど
子
の
屋
粕
な
か
豊
心
う
よ
て
育
『

』
会
社
い
る
明
く
築
が
話
対
と
い
あ
れ
ふ
『

う
ろ
創
で
な
ん
み

り
と
ゆ

 

き
い
き
い

 

い
あ
れ
ふ

 

や
す
か会

の
民
町
成
育
年
少
青
町
屋
粕

間
月
調
強
発
啓
題
問
権
人

動
運
る
す
く
る
明
を
会
社

内
案
ご
の
へ
会
大

●
日
時　

７
月
10
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
受
付
開
始

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分（
終
了
予
定
）

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

●
内
容　

各
事
業
報
告
及
び
講
演

　

・ 

講
演　
「
穏
や
か
に
笑
っ
て
い
た
い
」

　
　
　
　
　

〜
若
年
性
認
知
症
本
人
の
思
い
、家
族
の
思
い
〜

　

・ 

講
師　

越
智
須
美
子
氏

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）１
４
１
０

食
肉
の
生
食

　
　

 

危
険
で
す

　

鶏
肉
の
刺
身
、
レ
バ
刺
、
ユ
ッ
ケ

な
ど
の
生
肉
料
理
や
焼
肉
な
ど
で
、

加
熱
不
足
の
肉
を
食
べ
た
こ
と
に
よ

る
食
中
毒
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

｢

鮮
度
が
い
い
か
ら｣

、｢

生
で
も
食

べ
ら
れ
る｣

と
言
わ
れ
て
も
、
お
肉

を
生
も
し
く
は
半
生
で
食
べ
る
こ
と

は
危
険
で
す
。
粕
屋
保
健
所
管
内
で

も
市
販
の
鶏
肉
や
牛
レ
バ
ー
か
ら

「
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
」
や「
腸
管
出

血
性
大
腸
菌（
O
１
５
７
な
ど
）」
の

食
中
毒
菌
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
や

高
齢
者
、
体
調
の
悪
い
人
な
ど
が
生

肉
を
食
べ
て
食
中
毒
に
な
る
と
、
症

状
が
重
く
な
り
や
す
く
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
食
中
毒
の
予
防
】

①
肉
を
生
ま
た
は
、
半
生
で
食
べ
な

い　

牛
刺
、
と
り
刺
、
レ
バ
刺
や
鳥

の
た
た
き
な
ど
、
肉
の
生
や
半
生

の
状
態
で
食
べ
る
こ
と
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
新
鮮
だ
か
ら
生
で
も
大

丈
夫
と
い
っ
た
間
違
っ
た
認
識
を

持
つ
人
が
い
ま
す
。

　

市
販
の
肉
の
大
部
分
は
加
熱
調

理
用
で
す
。

②
肉
は
中
心
部
ま
で
加
熱
す
る

　

軽
く
加
熱
す
る
だ
け
で
は
、
細

菌
は
死
滅
し
ま
せ
ん
。
肉
の
中
心

部
ま
で
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
ハ
ン
バ
ー
グ
や
結
着
肉

（
肉
の
端
や
ひ
き
肉
な
ど
を
固
め

た
肉
）
は
中
の
色
が
変
わ
る
ま
で

し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

③
二
次
汚
染
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

・
肉
を
焼
く
と
き
は
専
用
の
ト
ン

グ
や
箸
を
使
い
、
自
分
が
食
べ

る
箸
で
生
肉
に
触
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
肉
に
触
れ
た
野
菜
な
ど
は
十

分
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
肉
の
調
理
に
使
っ
た
包
丁
や

ま
な
板
な
ど
は
、
中
性
洗
剤
で

よ
く
洗
い
、
熱
湯
・
漂
白
剤
で

消
毒
し
て
か
ら
、
ほ
か
の
調
理

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
生
肉
を
触
っ
た
後
は
、
せ
っ
け

ん
で
て
い
ね
い
に
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
保
健
福
祉
事

　

務
所　

保
健
衛
生
課

☎（
９
３
９
）
１
７
４
４（
保
健
衛

生
係
）　

☎（
９
３
９
）
１
７
４
６

（
感
染
症
係
）

間
月
調
強

（広告）
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あ
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し
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か
す
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ま
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〕

胸
の
す
く
啖
呵
飛
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嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
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康
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さ
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も
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悦
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尾
根
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一
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葉
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蒲
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萬
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落
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茶
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五
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路
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友
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」
愉
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本
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打
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の
的
に
な
っ
て
い
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長
井
す
み
子

お
こ
ら
せ
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お
け
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た
わ
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の
な
い
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今
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藤
夫

寄
り
合
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で
的
射
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意
見
煙
た
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備
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得
た
授
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松
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節
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揺
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く
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五
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平
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代
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的
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話
う
っ
か
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ら
れ
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豊
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れ
お
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の
土
産
孫
泣
か
す　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
久
島
か
よ
子

表
向
き
バ
ラ
ン
ス
と
れ
て
い
る
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

迷
い
身
の
邪
気
払
い
ゆ
く
鬼
は
外　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

報
道
に
踊
ら
ぬ
知
識
身
に
付
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ま
ど
か

断
捨
離
を
教
え
て
く
れ
た
捨
て
る
コ

ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

陽
が
沈
む
優
し
い
便
り
未
だ
着
か
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

〔
短
歌
〕

ひ
ま
わ
り
の
黄
色
い
花
が
咲
い
て
い

る
夏
の
到
来
暑
さ
見
に
沁
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

八
十
路
来
て
弥
陀
や
閻
魔
の
声
す
れ

ど
耳
を
塞
い
で
黙
っ
て
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

（広告）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
問
い
合
わ
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
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23　年

前年対比

40

ー5

　0

±0

46
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4月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

4月中 4月中 4月中

負傷者数死者数区分

７月の税金

町の人口

23年

22年

21年

人　口 男 女 世帯数

5月末現在

42,699

42,347

41,339

21,112

20,996

20,544

21,587

21,351

20,795

17,192

16,944

16,540

納め忘れていませんか
６月の
税　金

御
　

礼

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
記
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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5
月
１
日
〜
5
月
30
日
（
敬
称
略
）

固定資産税　　　第２期
国民健康保険税　第３期

町・県民税　第１期

ダ

　4月19日に締結した福岡ソフトバンクホークスとのスポーツ
交流協定による支援・応援活動の一環として、「粕屋町民ホーク
ス応援デー」割引チケット(引換券)を下記のとおり販売いたし
ます。地元プロ野球球団『福岡ソフトバンクホークス』の日本一
を願い、ヤフードームで粕屋町民の熱い声援をお願いします。

GO!  GO!  ホークス! 
ヤフードームで応援するん 　！
ホークス応援チケット販売のお知らせ

・試合開始　18:00(16:20開場)　
・引換期間　試合当日の15:00 ～ 19:30
・引換場所　ヤフードーム５番ゲート横「引換窓口」
□引換券購入要領
・対 象 者　粕屋町内在住・在勤の方(在住・在勤を証明できるものをお持ちください)
・販売枚数　A指定席　200枚(お一人様6枚まで)　先着順で完売次第終了します。
・販売金額　2,000円 (通常4,300円)　購入後のキャンセルはできません。
・販売期間　7月4日(月) ～ 7月22日(金)　8:30 ～ 17:00(土日祝日を除く)
・販売場所　粕屋町役場社会教育課窓口（役場２階）
・問い合わせ　粕屋町社会教育課　☎938-1410

福岡ソフトバンクvs東北楽天 戦　7月26日(火)

粕
屋
町
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
　

開
催
の
お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
７
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
の
緊
張
感
あ
ふ
れ

る
競
技
を
ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ
ん
も
ご

覧
い
た
だ
き
、
温
か
い
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
10
日（
日
）

　

午
前
８
時
開
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８
時
30
分
競
技

　

開
始（
11
時
30
分
終
了
予
定
）

●
場
所　

中
部
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グ
ラ
ウ
ン
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（
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屋
警
察
署
前
）

※

当
日
は
中
部
消
防
署
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舎
に
お
い

て
、
消
防
車
・
救
急
車
の
見
学
、

記
念
撮
影
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
し
て
い
ま
す
。



行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

７月の行事予定表７月の行事予定表

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援 10:30～11:30 大川保育園 七夕飾り製作
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 たなばた飾り
子育て支援 10:30～11:30 大川保育園 そうめん流し（予約制）
粕屋町消防団ポンプ操法大会 8:00～　　　 中部消防署 8:30競技開始予定

 13:30～15:30 サンレイクかすや 13:00 ～受付開始
 
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 リズムあそび
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 予約制（前日までに予約してください）
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 戸外あそび
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成22年9月生まれの児
３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成20年6月生まれの児
子育て支援 10:30～11:30 大川保育園 水遊び
心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成21年3月生まれの児
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 プールあそび
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成23年3月生まれの児
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援 10:30～11:30 大川保育園 6・7月生まれ誕生日会、身体測定
おたのしみ園庭開放 17:00～　　　 中央保育所 夏まつり
第10回粕屋町商工花火大会 20:00～　　　 駕与丁公園 その他催しあり、荒天中止
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 どろんこ水あそび
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成23年3月生まれの児
交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室
1歳6か月児健診 13:00～13:50 健康センター 平成21年12月生まれの児
子育て支援 10:30～11:30 大川保育園 水遊び
子育て広場 18:00～　　　 仲原保育所 夏まつり
子育て支援 17:00～　　　 大川保育園 夏祭り
第60回糟屋郡民体育大会  主会場　久山町 かすやドーム：水泳・卓球・バスケットボール

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ
子育て支援 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 どろんこ水あそび

８月上旬の行事予定表８月上旬の行事予定表

※ＢＣＧ・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。

印刷/Ｓ＆Ｍトラスト㈱

4　(月)

8　(金)

14　(木)

21　(木)

24　(日)
25　(月)
26　(火)

29　(金)

31　(日)

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日
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1　(金)

5　(火)

6　(水)

10　(日)

13　(水)

15　(金)

19　(火)

20　(水)

22　(金)

23　(土)

27　(水)

28　(木)

30　(土)

「粕屋町青少年育成町民の会」
「人権問題啓発強調月間」
「社会を明るくする運動」大会

2　(火)

　3　(水)



平成23年度平成23年度

粕屋町職員採用試験案内粕屋町職員採用試験案内

求める人物像（Ideal Personality）

【職種・採用予定数】

時代の変化に対応し未来を切り開く

やわらかな頭

粕屋町粕屋町
住民のために奉仕する

やさしい心
住民の心をつかむ

コミュニケーション力

住民とともに協働する

フットワークの良さ
粕屋町が大好きでもっと良くしたい

熱く燃える志

職　種

一般行政職（一般事務）

幼稚園教諭・保育士職

採用予定数

5人

１人

【受験資格】

一般行政職（一般事務）

幼稚園教諭・保育士職

【試験日程】
１次試験　9月18日（日） 教養試験・職場適応性検査・事務適性検査

    専門試験（幼稚園教諭・保育士職のみ）

2次試験　10月中旬（１日目） 作文・集団討論・面接試験

    ピアノ実技試験（幼稚園教諭・保育士職のみ）

　　　　　　　下旬（2日目） 面接試験

【受付期間】　7月25日（月）～8月16日（火）　８時30分～17時（郵送の場合、締切日消印有効）

【受験申込書配布】　職員採用試験申込書・実施要領は、粕屋町役場総務課窓口にて配布もしくは郵送請求

【提出方法】　平成23年度粕屋町職員採用試験実施要領を必ずご覧になり、自筆で記入し、
　　　　　　  写真及び50円切手を貼付した申込書を総務課庶務人事係に提出してください。　

【問い合わせ先】　粕屋町役場総務課庶務人事係　☎０９２－９３８－０１６２（直通）
　　　　　　　　　〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
　　　　　　　　　平成23年度粕屋町職員採用試験実施要領は、粕屋町ホームページからダウンロード
　　　　　　　　　できます。　アドレス http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/　
　　職員採用試験申込書実施要領の配布及びホームページの掲載は、７月１日より開始します。

※ただし、次のいずれかに該当する人は受験できません。
・日本国籍を有しない者
・地方公務員法第16条の欠格条項に該当する者
（詳しくは、平成23年度粕屋町職員採用試験実施要領をご覧ください。）

昭和56年４月2日から平成6年4月1日までに生まれた者

昭和56年４月2日から平成4年4月1日までに生まれた者で、
幼稚園教諭、保育士の両方の資格を有する者、又は平成24年
3月31日までに資格を取得する見込の者

郵送希望の場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の
返信用封筒（A4サイズが入る角形2号封筒）を必ず同封のうえ、総務課に請求してください。〔 〕
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